


米議会、85会計年度
トマホーク予算にゴーサイン
5月31日に米下院は、 1985会計

年度（1984年10月より 1ヶ年）にお

けるトマホーク関連予算の凍結を一

たん決議した。いくつかの条件付き

の決議であり、とりわけ「ソ連が同

種の兵器を配備しない限り」という

条件は非常に動き易いものでその有

効性が疑問視されていた。

結果的には、上院との調整段階で、

この決議は修正され、 1985会計年度

のトマホーク配備予算は承認される

こととなった。

9月25日、上下両院協議会が1985

会計年度の国防予算支出権限法案を

めぐり、予算額とこれに関連する個

々の兵器ンステムについての両院の

決定の相違を調整した結果、核トマ

ホークの配備計画を認めることに合

意した結果である。

下院は9月26日の本会議で、上下

両院協議会の合意通りに 1985会計

年度国防予算支出権限法案を決定し

た。

米下院軍備委員会r墨l達・核兵器小委員会」にお
けるトマホークシスプムに関する証言 （抜粋）

米海軍合同巡航ミサイル計画局長

S.J．ホステットラー海軍少将 '84.3.14 

狸
約12ヶ月前、御記憶の通り、私は

この委員会でトマホーク計画に存在

している幾つかの問題点を報告いた

しました。是非注意していただきた

いのは、これらの問題点やその解決

のための計画変更によって、地上発

射型巡航ミサイル (GLCM)計画

や海上発射型核巡航ミサイル (SL 

CM/N)計画は、いささかも影響

されないだろうと予測されたことで

す。この 2つの型は両方とも試験段

階で成功をおさめており、初期作戦

能力 (IOC)計画段階に進んでい

ました。

存在した問題点というのは、開発

段階から量産段階への移行にともな

う問題と、より高精度を要求される

通常型（非核）ミサイルの性能にか

かわる問題が主たるものでありまし

た。（略）

この兵器システムのさまざまな型

式の兵器の現状についてお話しする

前に、この海軍の巡航ミサイルの作

戦上の要求について、全般的なこと

をお話ししたいと思いまナ。

海軍の目的は戦争を抑止すること、

そしてもし抑止が失敗したとき敵の

攻撃に効果的に反攻することです。

私たちは 3つの大洋に関与するのに

l. 5大洋の海軍しか持っていないの

でありますから、現存の艦船と、選

択の巾を広げるために建造中の艦船

から最大の能力を得る方法を見出さ

ねばなりません。海洋発射型巡航ミ

サイル・トマホークは、この目的の

ための董大な、妥当なコストで効果

的な役割を果たすものであります。

トマホークは、単なる 1つの兵器

ではなく、いくつかの型のミサイル

と、発射台と、水上艦と潜水艦の複

合体よりなる一群の兵器システムで

あります。

艦隊に配備される艦船発射ミサイ

ルには 3つの型があります。対艦攻

撃用ミサイル・トマホーク (TAS

M)、対地攻撃用通常型（非核）ミ

サイル (TLAM/C)、対地攻撃

用核ミサイル (TLAM/N)の3

つであります。 TASMは現在、潜

水艦に全面的に作戦配備されており、

近い将来に水上艦にも配備されるで

しょう。 TLAM/Nは1984年6月

に艦隊に導入される計画です。 TL

AM/Cは、まだ開発中であります。

これらの3つの型はすべて、海軍

のさまざまな艦船に、現在も将来も、

配備されるでありましょう。つまり、

攻撃型潜水艦、巡洋艦、駆逐艦、戦

艦などです。ミサイルはさまざまな

発射ヽンステムから発射されます。現

在ニュージャージーがもっているよ

うな装甲箱型発射台、現在688級

（ロサンゼルス級） SSNにあるよ

うな攻撃型潜水艦魚雷発射管、そし

てスプルアンス及びアーレイ・ハー

ク駆逐艦に計画中の垂直発射台です。

垂直発射台は近い将来688級潜水艦

にも装備する予定です。（略）

潜水艦発射トマホーク

潜水艦発射トマホーク計画は、本

質的に予定通りであり、その目標を

達成しつつあります。

対艦用TASMは試験を完了し、

1983年11月をもらて大西洋及び太

平洋艦隊の潜水艦に配備されました。

対地用核トマホーク TLAM/Nは、

飛行試験と潜水艦適応能力試験を成

功裡に完了し、 1984年6月艦隊配備

の予定通りに進行しています。この

6月配備を支えるために、潜水艦発

射TLAM/Nは、独立した機関に

よる兵姑上及び安全J::の点検を完了

しております。（略）

水上艦発射トマホーク

水上艦発射トマホーク計画もまた

予定通り進行しています。みなさん

のほとんどが、 1983年3月に戦艦ニ

ュージャ・ージーに装備された対艦卜

マホーク及び対地通常型トマホーク

ヽ

さあいつでもぬいてやるそ‘‘・／／（イラスト・橋本勝）
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トマホークとは
トマホーワは、いまアメリカガ日本を含む

アジア・太平洋地戚に配備しようとしている

巡航ミサイルです。核弾頭をもつだトマホー

ワは広島型原爆の15倍の威力をもち2500
キロメートルも飛びます。目標付近の地図を

記憶しだコンピューターを搭載し、極めて高

い命中精度を有します。超低空で飛行するだ

め、敵伺のレーダーを逃れ、限定核戦争の第

一撃をねらつだ兵萎とされています。
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9
月
2
2
日
か
ら
2
6
日
ま
で
、
高
レ
ベ

ル
廃
棄
物
投
棄
予
定
地

「
幌
延
」
か
ら

原
発
現
地

「
泊
」

ま
で
、
八
百

km
に
及

ぷ
キ
ャ
ラ
バ

ン。

2
7
日
は
、
泊
原
発
本

体
着
工
阻
止
行
動
。
一
方
、
対
機
甲
演

習
、
航
空
自
衛
隊
総
合
演
習
、
日
米
共
同

演
習
と
、
海
も
陸
も
空
も
「
核
」
の
道
へ

真
っ
し
ぐ
ら。

1
0
月
1
4
日
に
札
幌
・
大

通
公
園
で
街
頭
行
動
。
道
新
労
粗
と
連

帯
し
て
の

「
ス
ト
ッ
。
フ

・
ザ
・

自
衛
隊

広
告
」
、
1
1
月
上
旬
に
「
海
盗
り
」
上

映
会
。
我

々
を

こ
ん
な
に
忙
し
く
さ
せ

る
「
横
路
革
新
道
政
」
っ
て
一
体
何
だ

ベ

？

反

核

反

原

発

全

道

住

民

会

議

釦手沼属3

反
核
キ
ャ
ラ
バ
ン

ヘ
の

取
組
み
を
契

機
に
呉
市
民
の
会
を
結
成
し
て
か
ら
早

く
も
半
年
に
な
る
。
過
去

100
年
海
軍
の

町
と
し

て
世
界
に
名
を
轟
か
せ
た
呉
で、

さ
さ
や

か
で
も
自
立
し
た
民
衆
に
よ
る

運
動
の
芽
が
産
ま
れ
出
た
こ
と
は
、
私

達
の
想
像
以
上
に
大
き
な
意
義
を
も
っ

て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
ま
で

動
き
の
鈍
か
っ
た
地
区
労
が
、
独
自
に

呉
市
長
へ
の
薯
名
運
動
を
し
た
り
、
組

合
員
の
核
に
つ
い
て
の
意
識
調
査
を
し

た
の
は
、
市
民
の
会
の
動
き
に
刺
激
さ

れ
て
の
こ
と
だ
っ
た
。
9
月
に
旧
軍
港

4
市
長
（
横
須
賀
、
佐
世
保
、
舞
鶴
、

呉
）
が
非
核
3
原
則
厳
守
な
ど
の
ア
ピ

可

発

北

陸

交

流

会

原
発
の
な
い
北
陸
の
自
立
と
再
生
を

め
ざ
し
て
、
1
2
月
8
、
9
日
に
能
登
原

き

発
現
地

の
富
来
町
で
北
信
越
を
中
心
に

住
民
・
市
民
団
体
・
労
組
約
5
0
団
体
が

結
集
し
て
第
2
回
反
原
発
北
陸
交
流
集

畏
い
目
で
じ
っ
く
り
と

軍
都
か
ら
の
籐
放
を

反
原
発
石
川
県
民
の
会

グ
リ
ー
ン
ピ
ー
プ
ル

ー
ル
を
採
択
し
た
の
も
、
呉
で
の
行
動

も
含
め
反
核
キ

ャ
ラ
バ
ン
の
連
動
し
た

動
き
を
意
識
し
て
の
こ
と
だ

っ
た
と
い

う
話
も
伝
わ
っ
て
き
た
。
こ
の
意
味
で
、

運
動
の
輪
の
広
が
り
が
今
一
歩
と
い
う

限
界
は
認
め
つ

つ
も
、
こ
の
半
年
間
の

無
か
ら
の
出
発
は
軍
都
呉
を
問
う
大
き

な
一
歩
と
し
て
評
価
し
て
お
き
た
い
。

し
か
し
こ
こ
に
満
足
し
て
い
る
わ
け

に
も
い
か
な
い
。

6
月
か
ら
ト
マ
ホ
ー

ク
の
配
備
は
始
ま
り
、
全
斗
燥
来
日
に

象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
米
日
韓
―
―
一
角
軍
事

同
盟
は
よ
り
強
化
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

中
で
海
峡
封
鎖
を
主
任
務
と
す
る
呉
の

海
上
自
衛
隊
は
、
韓
国
と
の
共
同
作
戦

体
制
に
は

め
込
ま
れ
る
と
い
う
新
し
い

次
元
に
入
っ
た
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。

そ
し
て
不
況
の
町
呉
で
自
衛
隊
へ
の
依

存
が
増
し
て
い
る
と
マ
ス
コ

ミ
は
書
き

会
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
第
1
回
は
市

民
団
体
の
呼
び
か
け
で
始
ま
っ
た
こ
の

交
流
集
会
も
、
今
回
は
、
住
民
団
体
が

中
心
と
な
り、

原
発
阻
止
の
た
め
の
戦

術
・
カ
の
結
集
を
真
剣
に
探
ろ
う
と
し

て
い
る
。

た
て
て
い
る
。
私
た
ち
は
反
ト
マ
ホ
ー

ク
運
動
を
突
破
口
に
し
て
、
や
は
り
軍

都
か
ら
の
解
放
を
目
指
し
た
運
動
を
広

げ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
た
い
。
具
体

的
に
は
市
民
の
意
識
調
査
、
そ
れ
を
も

と
に
非
核
市
民
宣
言
ク
レ
を
作
成
し
、

近
い
将
来
ト
マ
ホ
ー
ク
積
載
の
駆
逐
艦

．
巡
洋
艦
が
寄
港
す
る

で
あ
ろ
う
日

に

爆
発
さ
せ
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
蓄
積
し
て

い
き
た

い
。
長
い
闘

い
な
の
で
誰
で
も

楽
し
く
参
加
で
き
る
運
動
づ
く
り
を
し

よ
う
と
も
話
し
合
っ
て
い
る
。
今
は
、

若
い
高
校
生
と
つ
な
が
り
を
も
と
う
と

1
1
月
4
日
の
反
核
コ
ン
サ
ー
ト
の
準
備

に
追
わ
れ
、
み
ん
な
で
ポ
ス
タ
ー
づ
く

り
や
歌
、
寸
劇
の
練
習
を
ワ
イ
ワ
イ
と

や
っ
て

い
る
と
こ
ろ
だ
。

ト
マ
ホ
ー
ク
の
配
備
を
許
す
な
！

呉
市
民
の
会

『
7
"
”
、
新
た
な
人

ト
マ
ホ
ー
ク
配
備
と
い
う
既
成
事
実

に
対
し
て
原
潜
入
港
の
度
に
ち
ば
の
地

で
も
ビ
ラ
ま
き
で
道
ゆ
く
人
に
反
ト

マ

ホ
ー
ク
を
訴
え
て
い
る

が
、
単
に
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
的
に
こ
な
す
の
で
は
な
く
、

で私たちが初期艦隊能力を達成した

事実に御気付きのことと確信します。

この配備は、 トマホークを装備し試

験した蔽後に、ニュージャージーが

太乎洋及び地中海の作戦に派遣され

たという点において、とりわけ重要

でありました。ニュ ージャージーに

よる長期配備の結果、私たちはトマ

ホーク・ミサイルと装甲箱型発射台

の実戦配備上のデークを、ユニーク

な作戦環境の中で得ることができた

のです。私は、この初期艦隊能力

C IF C)が実戦評価 COPEVA

L)以前に達成されたことを強調し

たいと思います。他の水上艦船への

対艦トマホークの導人は、 4月にOP

EVALを完了して後、 5月に開始

する計画です。水上艦船からの対地

攻撃用核トマホークも今月 (3月）

末にOPEVALを完了する予定で

すが、艦隊への配備は今夏以後の予

定です。（略）

r6月配備」以降，ヨコスカにおける
トマホーク塔載予定艦入出港状況

(7・1~11・10,ョコスカ・鈴木良まとめ）

6月27日、米国防総省は、 4隻の

攻撃型原子力潜水艦に核トマホーク

を装備したことを公式に発表した。

ハワイの専門家は 8月段階で、 この

4隻は「装備されたが任務について

いない」との判断を示した。

7月以降に横須賀に入港したト マ

ホーク搭載予定艦は以下の通りであ

る。 6月配備反対の闘争が高揚した

あと 7月は入港ゼロ、 8月になって

搭載予定艦だけれども優先順位の低

いスタージョン級原潜やスプルアン

ス級駆逐艦が入り始め、 9月には優

先順位の高いロサンゼルス級原潜が

入港した。

以下で仔）はト マホーク予定艦。

• 8月5日（日）15時すぎ、攻撃型

原潜「ドラム」 (3,640t、スタ

ージョン級・仔））入港。本年以来

原潜の入港11回目。

• 8月8日（水）15時、ドラム出港。

• 8月9日（木）9時43分、 ドラ ム、

「機関関係の軽微な故障」のため

再入港。 12回目。

• 8月10日 （金） 15時、ドラム再出

港。

• 8月10日、基地発行の「シーホー

ク」紙、駆逐艦「オルデンドーフ」

（基準5,770t、満載7,810t、ス

プルアンス級・ 仔） ）が8月15日に

母港とするため入港と報道。同日

夜のNHKも放送。

• 8月12日（日）午後、外務省が市

に対し攻撃型原潜「アス プロ」（ス

タージョン級・仔）が8月13日15

時入港と連絡。

• 8月13日（月）早朝、米軍、外務

省ヘアスプ ロ入港中止を通告。

• 8月15日（水） 13時、オルデンド

ーフ入港。基地内で基地司令部主

催の歓迎式典。横山市長、岡本商

工会議所会頭は欠席。日本人招待

者 30名中出席は 10名位。

• 8月24日（金） 9時、アスプロ出

港。

• 9月3日（月）15時、攻撃型原潜

「カバラ」 (3,460t、スタージ ョ

ン級・ 仔） 入港。

• 9月6日（木） 14時40分、攻繋型

原潜「トートグ］ （3,640 t、スタ

ージョン級・仔） ）入港。

• 9月11日（火） 10時、カバラ出港。

15時、 ドラム入港。

• 9月13日（木） 10時、ドラム出港。

12時、トートグ出港。 8時、 ミッ

ドウェーに随伴してオルデンドー

フ出港。

● 9月19日（水） 14時40分、攻撃

型原潜「インディアナポリス」

(6,000 t、ロサ 、ノゼルス級 ・仔））

入港。 6月27日配備発表後はじめ

てのロス級。 6月27日発表時の装

備艦．であるか否かは不明。過去の

新聞報道などを総合すると枠外と

推定される？

• 9月24日（月）10時、イソディア

ナポリ ス出港。

• 9月30日（日） 14時50分、 イン

ディアナポ リス入港。入港目的は

「乗員の休養、物資の補給鳥維

持」。マスコミ関係者の話によれ

ば、故障の気配はなく、 家族の出

迎えもあ ったことから、 予定通 り

の行動ではないかと思われる。

• 10月14日（日）インディアナボリ

ス出港。

（ト マホーク予定艦であることの出

所は「ジェーン海軍年鑑 83-84」

「米海軍力年鑑」）

見のかせない文献

トマホークおよび関連する日本の

軍事的情況について、標準的なプ ，

クレットが二冊出版された。

• 岩波プックレット NO.34 「トマホ

ークとは？」（『世界』編集部編、

1984年6月20日刊、 200円）

•朝 H ブ ックレ ット 31 「シーレー

ン防衛」 （朝日新聞取材班編、 19

84年7月15日刊、 300円）

＊ ＊ 

次の 2つの論文も見逃せない。

●トマホークはどう使われる？ （ウ

ィリアム •M· アーキン著、『世

界』 1984年11月号）

●トマホークはこうして発射される

．／ （増田裕著、『軍事民論』特集

38号、 1984年10月1B) 
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反戦ワークキャンプ（広島）

ち
ば
行
動

0
4
7
2
.
5
7
.
8
6
9
2
 

何
が
配
備
を
可
能
に
し
て
い
る
の
か
を

多
様
な
視
点
か
ら
問
い
、
そ
こ
か
ら
多

様
な
表
現
を
生
み
新
た
な
人
と
出
会
い
、

語
り
共
に
行
動
し
て
い
け
れ
ば
と
、
1
1

月
に
反
ト
マ
文
化
祭
を
企
画
し
て
い
ま

す。

1
iBA
5
『
ッ
ト
85

福
生
市
民
連
合
は
、
来
年
に
む
け
て

二
つ
の
準
備
を
始
め
て
い
ま
す
。
ひ
と

つ
は
、
2
月
か
ら
隅
始
を
予
定
し
て
い

る
米
韓
合
同
演
習
チ
ー
ム
ス
ピ
リ
ッ
ト

8
5
に
対
す
る
監
視
を
含
め
て
の
各
種
の

行
動
。
そ
し
て
6
月
を
め
ざ
し
て
の
「
非

核
都
市
宣
言
•
福
生
」
の
実
現
で
す
。

寒
い
季
節
の
チ
ー
ム
ス
ピ
リ
ッ
ト
。
暖

か
く
な
っ
て
か
ら
の
「
非
核
都
市
」
で

す
。
忙
し
い
来
年
に
な
り
そ
う
で
す
。

が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。
福
生
市
民
連
合

ー

て
8
月
、
9
月
と
米
原
潜
の
相
次
ぐ
入

港
に
、
も
ど
か
し
さ
と
い
ら
だ
ち
を
抱

き
つ
つ
、
抗
議
電
報
、
ビ
ラ
ま
き
、
デ

モ
を
繰
り
返
す
。
9
月
全
斗
燥
来
日
に

際
し
て
、
5
日
間
の
ハ
ン
ス
ト
を
始
め
、

集
会
、
デ
モ
に
参
加
。
1
1
月
に
は
「
平

和
講
座
」
「
某
地
ツ
ア
ー
」
を
企
画
。

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
、
老
若
が
刺

激
し
あ
い
、
学
び
合
っ
て
「
命
を
革
め

る
こ
と
」
を
め
ざ
す
。

0
7
5
.
2
5
5
.
1
2
6
1
 

ト
マ
ホ
ー
ク
阻
止
京
都
連
絡
会

『
1

1臼
の
運
動
へ

広
島
の
状
況
ー
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
に
つ

き
動
か
さ
れ
盛
り
上
が
る
。
持
続
せ
ず
。

さ
ぼ
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
次
々

と
新
し
い
闘
い
の
課
頗
が
。
そ
ん
な
風

に
は
な
り
た
く
な
い
と
思
っ
て
い
た
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
的
な
闘
い
に
。
何
が
残
る

の
か
、
ど
う
広
が
っ
た
の
か
を
考
え
る

と
、
「
来
て
下
さ
い
」
の
運
動
で
な
く

「
行
か
し
て
下
さ
い
」
の
運
動
に
。
草

の
根
は
草
の
根
だ
。

1
"料理講
座
が

内
に
意
想
外
の
脆
さ
を
か
か
え
な
が

ら
も
、
男
米
韓
三
悪
ト
リ
オ
、
ロ
ン
・

ャ
ス
・
チ
ョ
ン
体
制
は
8
5
年
も
続
く
。

私
た
ち
若
者
を
中
心
と
し
た
ビ
ー
ス

・
ス
ピ
リ
ッ
ト
8
4
は
、
こ
う
し
た
8
5
年

体
制
を
斬
る
べ
く
、
人
民
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
山
川
暁
夫
氏
を
チ
ー
フ
コ
ッ
ク
に

『
山
川
情
報
料
理
講
座
』
(
1
1
月
開
講
・

全
6
回
•
第
2

土
曜
、
於
セ
ン
ト
ラ
ル
・

プ
ラ
ザ
）
を
開
く
。
乞
う
御
期
待
／

0
3
.
2
9
3
.
8
3
6
8
ピ
ー
ス
・
ス
ピ
リ
ッ
ト

84

『

J

"

出

か

け

よ

う

横
須
賀
を
の
ぞ
け
ば
今
ひ
と
つ
、
の

神
奈
川
の
反
ト
マ
ホ
ー
ク
運
動
。
理
由

を
あ
れ
こ
れ
思
い
悩
む
の
も
よ
し
。
し

か
し
、
こ
こ
は
沖
縄
に
次
ぐ
基
地
の
県
。

核
状
況
は
確
実
に
暮
ら
し
と
背
中
合
わ

せ
の
と
こ
ろ
ま
で
迫
っ
て
来
て
い
る
。

横
浜
市
、
上
瀬
谷
・
深
谷
通
信
某
地
。
こ

こ
は
今
、
ト
マ
ホ
ー
ク
実
戦
配
備
の
ホ
ッ

ト
な
現
場
だ
。
出
掛
け
よ
う
。
学
習
会
、

ア
ン
ケ
ー
ト
、
。
ハ
ン
フ
作
り
を
計
画
。

中
曾
根
を
沈
め
よ
う
1
・
神
奈
川
運
動

ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
戦
争
へ
の
道
I
.

ひ
ろ
し
ま
講
座

『

]

か

り

と

博
多
の
街
で
は
毎
月
2
3
日
、
定
例
デ

モ
を
つ
づ
け
て
い
ま
す
。
多
い
時
で
2
0

名
、
1
0
月
は
と
う
と
う
一
ケ
タ
の
7
名
。

天
神
の
車
ラ
ッ
シ
ュ
の
中
を
「
声
は
大

ヨ

l

t

b

器

す

●
ト
マ
ホ
ー
ク
搭
載
予
定
艦
が
入
港
し

た
そ
の
日
、
京
急
中
央
駅
前
の
地
下
道

入
口
あ
た
り
に
、
入
港
を
聞
き
つ
け
た

者
た
ち
は
集
ま
る
。
七
時
す
こ
し
前
ま

で
抗
議
文
を
書
き
な
が
ら
仲
間
を
待
っ

て
、
ゲ
ー
ト
前
に
移
動
。
当
直
司
令
を

呼
び
出
す
。
ゲ
ー
ト
前
に
来
た
理
由
を

告
げ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
持
っ
て
き
た
抗

議
文
を
差
し
出
す
。
う
け
と
れ
。
う
け

と
れ
ぬ
。
読
み
上
げ
る
ぞ
。
そ
れ
な
ら

帰
る
。
と
通
訳
を
は
さ
ん
で
の
押
し
問

答
。
最
後
は
し
ぷ
し
ぶ
抗
議
文
を
う
け

と
り
、
私
た
ち
は
シ
ュ
。
フ
レ
ヒ
コ
ー
ル
。

人
垣
で
歩
行
者
用
ゲ
ー
ト
を
封
鎖
し
て

い
る
横
須
賀
署
は
、
さ
っ
き
か
ら
無
届

n
参
加
を
／
．

戦
争
へ
の
道
を
許
さ
な
い
女
た
ち
の

連
絡
会
で
は
、
い
ま
「
軍
事
費
の
削
減

を
要
求
す
る
国
会
請
願
署
名
」
に
と
り

く
ん
で
い
ま
す
。
そ
し
て
、
1
2
月
8
日

（
土
•
P
M
1時
）
に
は
こ
の
署
名
を
も

ち
よ
っ
て
清
水
谷
公
園
で
「
増
え
つ
づ

け
る
軍
事
費
に
ス
ト
ッ
。
フ
を
／
．
1
2
．
8

集
会
」
を
開
催
し
、
国
会
に
デ
モ
を
行

な
い
ま
す
。
ぜ
ひ
署
名
活
動
と
デ
モ
に

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

0
3
.
8
1
6
.
2
0
5
7
戦
争
へ
の
道

を
許
さ
な
い
女
た
ち
の
連
絡
会

n

I

C

l

を
求
め
て

「
許
す
な
ト
マ
ホ
ー
ク
愛
知
運
動
」

を
引
き
継
い
で
「
8
4
年
の
反
戦
を
と
に

か
く
や
っ
て
み
ょ
う
会
」
は
①
反
ト
マ

ホ
ー
ク
ス
ラ
イ
ド
上
映
運
動
②
1
0
.
2
1

国
際
反
戦
行
動
③
第

I
期
ザ
・
反
戦
塾

開
講
④
ニ
ュ
ー
ス
の
発
行
（
月
2
回
刊
）

を
柱
に
運
動
を
進
め
て
い
る
。
と
り
わ

け
、
労
働
戦
線
・
日
韓
・
反
原
発
・
反

公
害
等
の
諸
運
動
と
の
結
合
を
求
め
な

が
ら
、
軍
需
工
場
や
小
牧
・
依
佐
美
基

き
く
足
ど
り
は
シ
ッ
カ
リ
」
と
歩
い
て

い
ま
す
。
1
1
月
3
日
は
自
衛
隊
基
地
祭

ヘ
デ
モ
、
2
3
日
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
1
2
月

8
日
フ
ク
ニ
チ
新
聞
労
組
呼
び
か
け
の

地
方
紙
意
見
広
告
運
動
へ
の
と
り
組
み

な
ど
、
粘
り
強
く
つ
づ
け
て
い
く
つ
も

り
で
す
。軍
拡
、
行
革
、
改
憲
の
中
曾
根
を

打
ち
倒
そ
う
1
・
福
岡
共
同
行
動

け
集
会
だ
と
警
告
。
ゲ
ー
ト
前
で
の
所

用
時
間
2
0
分
か
ら
4
0
分
。
参
加
者
は
多

い
と
き
で
4
0
人
。
少
な
く
て
4
人
。
こ

れ
だ
け
の
た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
東
京
か
ら

か
け
つ
け
る
人
も
い
る
。
そ
し
て
世
の

中
、
え
て
し
て
こ
れ
だ
け
の
こ
と
が
な

か
な
か
続
か
な
い
。

●
予
定
艦
が
入
港
し
て
数
日
後
に
は
デ

モ
。
主
催
は
「
横
須
賀
地
区
労
」
。
私

た
ち
は
一
番
最
後
に
つ
く
。
「
地
区
労
」

の
デ
モ
隊
は

200
か
ら

400
。
け
し
て
元
気

が
あ
る
と
は
言
え
な
い
。
ま
、
元
気
の

な
い
の
は
こ
っ
ち
も
同
じ
だ
。
と
も
か

く
決
め
た
こ
と
を
し
つ
こ
く
続
け
て
ほ

し
い
。
か
つ
て
原
潜
の
ヨ
コ
ス
カ
初
入

港
時
か
ら
何
年
も
入
港
抗
議
デ
モ
を
や

り
ぬ
い
た
し
ぷ
と
さ
は
、
今
も
ま
ち
が

い
な
く
あ
る
は
ず
な
の
だ
か
ら
。

地
に
迫
る
運
動
を
持
続
的
に
や
り
き
る

つ
も
り
だ
。
叫
年
の
反
戦
を
と
に
か

く
や
っ
て
み
よ
う
会

ー

汀

生
活
ク
ラ
ブ
反
核
•
平
和
委
員
会
は

1
2
月
8
日
（
土
）
「
い
ま
一
人
ひ
と
り

が
非
核
県
宣
言
を
／
1
2
．
8
生
活
者
の

つ
ど
い
」
を
開
く
。
つ
ど
い
で
は
シ
ン

ボ
ジ
ウ
ム
（
テ
ー
マ
「
非
核
県
宣
言
を

実
効
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
に
」
）
、

映
画
会
、
展
示
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、

ち
ょ
う
ち
ん
デ
モ
な
ど
が
お
こ
な
わ
れ

る
。
会
場
・
横
浜
市
開
港
記
念
館
（
関

内
駅
下
車
1
0
分
）
、
時
・
午
前
1
1
時

1

午
後
5
時
、
連
絡
先

0
4
5
.
9
7
1

•2641 
●
反
ト
マ
草
の
根
署
名
は
今
6
万
2
千
゜

市
長
は
こ
の
署
名
に
支
え
ら
れ
が
ん
ば

り
ま
す
と
記
者
の
問
に
答
え
て
。
「
原

潜
の
核
チ
ェ
ッ
ク
」
、
「
非
核
三
原
則

の
厳
正
な
る
遵
守
」
な
る
コ
ト
バ
を
発

明
し
て
、
今
の
と
こ
ろ
反
ト
マ
姿
勢
は

堅
持
。
だ
か
ら
あ
ま
り
市
長
を
追
い
こ

ま
ず
に
と
草
の
根
の
人
た
ち
。
い
や
、

そ
れ
が
す
で
に
と
り
込
ま
れ
て
い
る
こ

と
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、
右
も
左
も
の

草
の
根
署
名
を
心
配
す
る
人
も
。
私
た

ち
は
そ
の
双
方
を
行
っ
た
り
来
た
り
の

毎
日
。

●
状
況
は
な
ん
と
な
く
灰
色
。
加
え
て

行
動
は
ど
こ
か
。
ハ
タ
ー
ン
化
し
て
動
き

は
重
い
。
だ
か
ら
、
今
か
ら
な
ん
で
す

よ
本
当
の
運
動
は
、
と
長
老
格
の
7
0
歳

の
T
さ
ん
。
反
ト
マ
お
線
香
論
も
出
た

放
談
会
で
は
ト
マ
ホ
ー
ク
を
と
め
る
た

め
の
徹
底
研
究
が
酒
の
熱
い
で
確
認
さ

れ
た
。
「
非
核
市
民
宣
言
運
動
・
ヨ
コ
ス
カ
」

f‘ 

ゲート前で（ヨコスカ）

5
 

4
 



見て、
においがかげないと

様
々
な
署
名
運
動
が
あ
っ
て
、
大
き

な
ひ
ろ
が
り
が
生
ま
れ
て
い
る
。
と
て

も
い
い
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
も
う
一

歩
前
へ
ど
う
出
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
で

弱
い
。
運
動
を
可
視
的
に
す
る
、
そ
の

節
目
を
作
る
智
恵
が
だ
か
ら
必
要
な
ん

で
す
よ
。

も
う
一
歩

ど
う
出
る
か

勇
気
づ
け
る

手
段
と
し
て

さわれて

お
り
の
集
会
や
っ
て
、
デ
モ
や
っ
て
と

い
う
だ
け
じ
ゃ
お
い
つ
か
な
い
ん
じ
ゃ

な
い
で
す
か
。
集
会
、
デ
モ
が
ダ
メ
っ

て
い
う
ん
じ
ゃ
な
い
ん
だ
。
こ
れ
自
体

は
お
ろ
そ
か
に
し
て
は
な
ら
な
い
。
ど

ん
ど
ん
や
る
べ
き
で
す
よ
。
し
か
し
そ

れ
だ
け
じ
ゃ
、
参
加
す
る
人
た
ち
だ
け

の
運
動
で
終
っ
て
し
ま
う
。
道
ゆ
く
人

た
ち
は
見
物
す
る
だ
け
で
、
自
分
が
そ

の
中
に
入
っ
て
い
く
べ
き
も
の
と
し
て

の
エ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
も
て
な
い
。

ル
フ
ェ
ー
ブ
ル
っ
て
人
が
パ
リ
コ
ミ

ュ
ー
ン
は
お
ま
つ
り
だ
と
言
っ
て
い
る

ん
で
す
。
言
葉
は
悪
い
け
ど
、
運
動
は

一
種
の
お
ま
つ
り
な
ん
だ
な
。
市
民
ひ

と
り
ひ
と
り
の
。
ハ
ッ
シ
ョ
ン
を
生
み
出

す
も
の
ぱ
何
か
。
見
え
な
い
相
手
に
対

し
、
ど
う
す
れ
ば
接
点
を
作
る
こ
と
が

で
き
る
の
か
。
そ
の
発
見
こ
そ
我
々
の

仕
事
じ
ゃ
な
い
か
な
。

飛罵田一雄
横浜市長時代に、ベトナム行き戦闘車輌を

村雨橋で止めだ飛鳥田さん。トマホーワだっ

てとまらないはすはないと、若手弁護土達と

研究会を発足。 （インタビュー・新倉裕史）

に吋圧シ
ん；ゃ—

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
反
核
運
動
と
く
ら
ベ

て
、
日
本
て
は
さ
ほ
ど
燃
え
上
ら
な
い

の
は
な
せ
で
し
ょ
う
ね
。
運
動
が
悪
い

の
か
。
ボ
ク
は
そ
う
じ
ゃ
な
い
と
思
っ

て
い
る
ん
だ
。
た
と
え
ば
東
西
両
ド
イ

ツ
。
双
方
が
核
‘
‘
、
サ
イ
ル
を
配
備
す
れ
ば

見
え
る
ん
だ
。
人
々
は
こ
れ
は
い
か
ん
、

あ
ふ
な
い
と
…
。
ち
ょ
う
ど
、
か
つ
て
横

浜
て

M
4
8
（
戦
車
）
を
と
め
て
み
ん
な
に

見
て
も
ら
っ
た
。
あ
れ
と
同
じ
な
ん
だ

な
。
実
際
に
見
て
、
フ
ン
ガ
イ
し
て
、

そ
し
て
危
機
感
が
せ
ま
っ
て
く
る
。

と
こ
ろ
が
ト
マ
ホ
ー
ク
を
積
む
原
潜

は
海
の
中
。
ど
う
し
て
も
我
々
の
感
覚

に
直
接
訴
え
て
こ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

ョ
コ
ス
カ
に
入
っ
て
く
る
と
き
だ
っ
て

そ
う
で
し
ょ
う
。
浦
賀
水
道
を
通
る
と

ぎ
だ
っ
て
、
市
民
の
生
活
か
ら
は
か
け

も
ち
ろ
ん
、
こ
う
す
れ
ば
ト
マ
ホ
ー

ク
か
止
ま
る
な
ん
て
万
能
な
方
法
は
あ

り
ま
せ
ん
よ
。
し
か
し
、
ひ
と
つ
す
つ

階
段
を
上
る
よ
う
に
運
動
を
高
め
て
い

く
た
め
に
は
、
具
体
的
で
人
々
に
見
え

る
行
動
を
積
み
董
ね
る
こ
と
が
な
く
て

は
ダ
メ
で
し
ょ
う
。

中
曽
根
首
相
が
「
非
核
三
原
則
」
は

国
是
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。

国
是
と
軍
事
基
地
撤
去
は
ど
ん
な
関
係

が
あ
る
の
か
。
こ
の
へ
ん
を
手
が
か
り

に
し
て
、
核
兵
器
を
持
ち
込
ん
で
は
な

ら
ぬ
と
い
う
訴
訟
を
お
こ
せ
な
い
か
と

考
え
て
集
ま
り
を
始
め
た
ん
だ
け
ど
、

こ
れ
も
見
え
る
接
点
づ
く
り
の
ひ
と
つ

で
す
ね
。
な
ら
ぬ
と
言
っ
て
も
持
ち
込

む
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
な
ら
ぬ

と
い
う
目
に
見
え
る
訴
訟
ひ
と
つ
あ
る

だ
け
で
、
ず
い
分
元
気
は
出
る
も
の
な

ん
だ
。そ
れ
と
ね
、
核
を
持
っ
て
い
て
も
、

い
な
く
て
も
、
原
子
力
潜
水
艦
そ
の
も

の
か
、
あ
の
せ
ま
い
浦
賀
水
道
を
通
過

す
る
こ
と
に
、
非
常
な
危
険
を
慮
じ
る

ん
だ
な
。
ベ
ル
ギ
ー
で
の
モ
ン
ル
イ
号

な
ん
て
人
ご
と
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
。
あ

ん
な
事
故
が
起
き
た
ら
、
東
京
湾
は
完

全
に
汚
染
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
よ
。
核

ト
マ
ホ
ー
ク
積
ん
で
い
な
い
か
ら
い
い

と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
ん
だ
。
そ

ば
な
れ
て
い
て
見
え
な
い
。
基
地
に
入

れ
ば
6
号
ド
ソ
ク
の
奥
だ
か
ら
、
こ
れ

も
見
え
な
い
。
で
、
い
つ
の
ま
に
か
ト

マ
ホ
ー
ク
が
持
ち
込
ま
れ
て
い
た
と
い

う
わ
け
で
し
ょ
う
。
市
民
の
目
か
ら
見

え
な
い
。
こ
の
こ
と
か
人
々
の
パ
ッ
シ

ョ
ン
を
お
こ
さ
せ
な
い
大
き
な
要
素
と

な
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
。

そ
う
い
う
と
き
に
ね
、
こ
れ
ま
で
ど

の
こ
と
に
つ
い
て
も
何
か
で
き
な
い
だ

ろ
う
か
と
。

日
本
の
司
法
は
と
て
も
き
ゅ
う
く
つ

な
と
こ
ろ
だ
か
ら
、
こ
れ
な
ら
い
け
る

と
い
う
方
法
が
す
ぐ
作
ら
れ
る
わ
け
で

は
な
い
。
で
も
コ
ッ
コ
ツ
調
べ
れ
ば
な

ん
と
か
出
来
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
、

仲
間
の
若
い
弁
護
士
さ
ん
た
ち
と
も
話

し
て
い
る
ん
で
す
。

神
戸
の
宮
崎
君
の
と
こ
ろ
で
は
「
非

核
証
明
書
」
の
提
出
を
義
務
づ
け
て
、

実
際
に
米
艦
船
の
入
港
を
止
め
て
い
る
。

こ
う
い
う
実
例
が
あ
る
ん
だ
か
ら
ね
。

ョ
コ
ス
カ
は
基
地
だ
か
ら
多
少
事
情
が

違
う
か
も
し
れ
な
い
が
、
と
っ
か
か
り

は
あ
る
は
ず
で
す
よ
。

訴
訟
は
ひ
と
つ
の
方
法
な
ん
だ
。
万

能
じ
ゃ
な
い
。
最
終
的
に
勝
負
す
る
の

は
大
衆
の
行
動
で
す
よ
。
で
も
そ
う
し

た
行
動
を
勇
気
づ
け
る
手
段
と
し
て
は

訴
訟
も
力
を
も
っ
て
い
る
と
思
う
。
だ

い
た
い
け
ん
と
う
が
つ
い
た
ら
、
ヨ
コ

ス
カ
市
民
に
原
告
に
な
っ
て
も
ら
っ
て

訴
訟
を
起
こ
し
た
い
ね
。
次
は
サ
セ
ボ
、

と
い
う
よ
う
に
各
軍
港
で
訴
訟
を
起
こ

し
、
そ
れ
が
日
本
中
を
お
お
う
よ
う
に

な
っ
た
ら
お
も
し
ろ
い
で
し
ょ
う
。
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占
領
中
の
米
軍
の
原
爆
管
理
は
徹
底

し
て
い
た
。
プ
レ
ス
コ
ー
ド
（
日
本

に
あ
た
え
る
新
聞
紙
法
）
に
よ
っ
て
原

爆
犯
罪
を
隠
ぺ
い
し
、
被
爆
者
や
原
爆

症
を
消
し
て
し
ま
っ
た
。
講
和
条
約
発

効
の
年
の
八
月
に
『
ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ
』

の
原
爆
特
集
に
よ
っ
て
初
め
て
原
爆
の

人
間
悲
惨
が
公
開
さ
れ
全
国
に
衝
撃
を

あ
た
え
た
が
、
占
領
中
の
七
年
間
の
徹

底
し
た
原
爆
管
理
に
よ
っ
て
日
本
人
の

意
識
の
内
部
で
は
既
に
原
爆
犯
罪
の
恐

怖
と
投
下
国
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
意
識

は
摩
滅
さ
せ
ら
れ
て
い
た
。

米
占
領
軍
は
九
月
十
九
日
、
。
フ
レ
ス

コ
ー
ド
を
発
し
、
東
京
・
大
阪
・
福
岡

・
札
幌
の
四
地
区
に
秘
密
機
関
民
間
検

閲
支
隊

C
C
D
を
置
き
、
一
切
の
言
論

・
表
現
な
ど
を
検
閲
し
た
。
そ
の
上

c

C

D
郵
便
班
は
各
府
県
の
通
信
網
を
監

視
下
に
お
き
、
郵
便
物
の
検
閲
ま
で
行

な
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
半
面
占
領
軍
は
民
主

的
な
占
領
政
策
を
行
な
っ
て
封
建
的
専

を
傾
け
て
語
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
う
し
た
語
り
べ
の
一
人
の
沼
田
鈴

子
さ
ん
は
、
一
―
→
歳
で
爆
心
―
•
五
粁

の
広
島
逓
信
局
で
被
爆
し
、
下
敷
に
な

っ
て
足
首
を
切
り
と
ら
れ
た
。
そ
の
後

四
回
の
手
術
を
し
て
右
足
を
太
股
の
と

こ
ろ
ま
で
切
断
し
た
。
彼
女
は
松
葉
杖

を
つ
き
な
が
ら
、
連
日
の
よ
う
に
修
学

旅
行
生
に
語
り
、
一
九
八
二
年
秋
に
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
1
0
フ
ィ
ー
ト
フ
ィ
ル
ム

を
持
っ
て
反
核
語
り
べ
の
旅
に
も
出
か

け
た
。
沼
田
さ
ん
は
米
国
戦
略
爆
撃
調

査
団
の
撮
影
班
が
一
九
四
五
年
九
月
に

広
島
で
撮
影
し
た
フ
ィ
ル
ム
を
1
0
フ
ィ

ー
ト
運
動
が
買
い
取
っ
て
編
集
し
試
写

し
た
時
、
「
人
間
を
か
え
せ
」
の
フ
ィ

ル
ム
の
中
の
自
分
を
見
て
、
初
め
て
自

分
が
被
爆
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
自
覚
し

た
と
い
う
。
そ
れ
ま
で
彼
女
は
障
害
者

運
動
に
か
か
わ
っ
て
来
た
が
被
爆
者
で

あ
る
こ
と
を
か
く
し
て
い
た
。

被
爆
者
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
と

生
き
て
行
く
上
で
さ
ま
ざ
ま
な
抑
圧
と

疎
外
が
あ
っ
た
。
彼
女
は
フ
ィ
ル
ム
の

中
の
自
分
を
被
爆
の
証
し
と
し
て
、
こ

れ
ま
で
の
被
爆
者
と
し
て
の
無
責
任
を

反
省
し
、
体
験
を
語
る
こ
と
を
通
し
て

核
廃
絶
を
訴
え
よ
う
と
決
意
し
た
の
で

あ
っ
た
。
被
爆
者
た
ち
は
、
ア
メ
リ
カ

の
原
爆
管
理
の
下
で
被
爆
者
と
し
て
の

忘
れ
ま
い
。

原
爆
を
認
め
る
聖
戦
意
識

一
方
、
原
爆
投
下
国
で
も
原
爆
が
完

成
さ
れ
る
ま
で
の
五
年
間
に
、
放
射
能

を
扱
う
研
究
所
や

X
線
治
療
所
の
従
事

者
が
放
射
線
に
よ
っ
て
一
七

0
人
が
倒

れ
た
と
い
う
。
今
年
三
月
広
烏
を
訪
れ

た
全
米
被
爆
者
協
会
の
ド
ロ
シ
イ
・
レ

ン
ガ
ッ
タ
さ
ん
は
自
ら
も
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
計
画
の
研
究
所
で
被
曝
し
て
甲
状
腺

癌
の
手
術
を
し
た
被
曝
者
で
あ
る
。
彼

女
は
ビ
キ
ニ
や
ネ
バ
ダ
の
核
実
験
の
演

習
に
参
加
し
た
二
十
五
万
人
の
退
役
軍

人
と
、
そ
の
他
の
核
兵
器
や
原
発
な
ど

七
十
五
万
人
の
被
爆
者
な
ど
計
百
万
人

の
被
爆
者
に
つ
い
て
詳
細
に
述
べ
、
ア

メ
リ
カ
の
政
府
が
被
爆
者
の
発
病
に
対

し
て
責
任
を
と
ら
な
い
こ
と
を
批
判
し
、

広
島
・
長
崎
の
被
爆
に
学
ぶ
た
め
に
来

日
し
た
と
言
っ
た
。

9

日
本
で
も
最
高
の
戦
争
責
任
者
で
あ

る
天
皇
は
「
戦
争
中
の
こ
と
で
や
む
を

得
な
い
」
と
原
爆
投
下
を
容
認
し
、
原

爆
被
爆
者
問
頗
懇
談
会
は
そ
れ
に
な
ら

っ
た
の
か
、
「
国
家
非
常
事
態
の
下
で

行
わ
れ
た
犠
牲
で
あ
る
か
ら
国
民
ひ
と

し
く
受
認
せ
よ
」
と
聖
戦
意
識
を
も
っ

て
援
護
法
制
定
要
求
に
対
し
て
被
爆
者

自
覚
と
責
任
を
放
棄
さ
せ
ら
れ
て
生
き

て
来
た
の
だ
っ
た
。

ニ
崖

H
は

i

二

度

＂

け

は

詩
人

ガ
国
の
被
爆
者
団
結
せ
よ

ー
タ
ラ
イ
の
な
か
の
赤
ん
坊
を
流
す
な

版画・和田 浩（石川県）

栗

原

貞

子

制
と
独
占
資
本
を
解
体
し
、
解
放
軍
的

印
象
を
与
え
た
の
で
、
日
本
人
は
秘
密

機
関
の
存
在
を
知
る
べ
く
も
な
か
っ
た
。

こ
う
し
て
広
島
、
長
崎
は
全
国
に
知
ら

れ
る
こ
と
な
く
孤
立
し
、
被
爆
者
は
声

を
あ
げ
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
占
領
軍
の
き
び
し
い
原
爆

管
理
に
も
屈
し
な
か
っ
た
人
々
が
あ
っ

た
。
作
家
の
大
田
洋
子
は
出
版
を
許
可

さ
れ
な
い
「
屍
の
街
」
の
原
稿
に
つ
い

て
訊
問
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
が
ソ
ビ
エ

ト
に
知
ら
れ
る
こ
と
を

C
C
D
が
警
戒

し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

東
大
の
都
築
正
男
教
授
は
原
爆
投
下

後
の
八
月
下
旬
広
島
市
の
被
爆
者
を
診

察
し
、
第
二
次
放
射
能
に
よ
る
ス
ト
ロ
ン

チ
ウ
ム
や
放
射
性
毒
ガ
ス
な
ど
が
肺
朦

に
入
り
、
骨
髄
に
沈
着
し
て
い
る
と
の

見
解
を
ま
と
め
、
百
部
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
専
門
医
に
配
付
し
て
原
爆
治
療
の

立
場
か
ら
問
題
の
究
明
を
求
め
た
。

C

C

D
は
都
築
教
授
を
呼
び
つ
け
、
放
射

性
毒
ガ
ス
の
障
害
を
否
定
す
る
よ
う
強

要
し
た
が
、
彼
は
拒
絶
し
、
そ
の
後
も

初
代
の
広
島

A
B
C
C
所
長
の
陸
軍
中

佐
テ
ス
マ
ー
の
会
見
の
申
し
入
れ
を
も

拒
否
し
て
一
九
四
六
年
七
月
、
東
大
を

追
放
さ
れ
た
。
そ
の
後
い
っ
た
ん
追
放

を
と
か
れ
た
が
、
自
説
を
ま
げ
ず
一
九

四
七
年
八
月
再
び
追
放
さ
れ
た
。
（
岩

波
『
思
想
』
一
九
五
四
・
八
長
田
新
）

以
後
、
日
本
の
医
学
者
は
日
米
講
和

条
約
締
結
ま
で
原
爆
症
に
つ
い
て
の
研

究
論
文
さ
え
発
表
出
来
ず
、
被
爆
者
が

血
を
吐
け
ば
肺
結
核
、
下
血
す
れ
ば
腸

チ
ブ
ス
と
言
っ
た
診
断
を
す
る
よ
う
な

状
態
が
当
初
続
い
た
。
。
フ
レ
ス
コ
ー
ド

靡
'i,1鴫闊響畠朧響闊I

七

0
年
代
に
入
っ
て
広
島
修
学
旅
行

に
全
国
か
ら
小
中
高
生
が
訪
れ
る
よ
う

に
な
り
、
八
三
年
に
は
一
―
―
五

0
0校、

五
十
万
人
が
来
訪
し
て
、
平
和
公
園
の

碑
め
ぐ
り
を
し
、
原
爆
資
料
館
を
見
学

し
、
被
爆
者
の
体
験
を
き
く
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
被
爆
体
験
の
語

り
が
要
求
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
も
の
を
言

わ
な
か
っ
た
被
爆
者
た
ち
が
、
「
わ
が
；
ゃ

い
の
ち
の
証
し
」
と
し
て
人
間
的
情
熱

日
本
は
占
領
が
終
っ
た
後
も
安
保
条

約
に
よ
っ
て
半
占
領
状
態
を
継
続
さ
せ

ら
れ
、
安
保
の
ム
チ
で
ム
チ
打
た
れ
、

世
界
七
位
の
軍
事
国
家
と
な
っ
た
。

今
年
六
月
、
ト
マ
ホ
ー
ク
搭
載
予
定
の

米
第
七
艦
隊
の
艦
船
が
横
須
賀
に
入
港

し
て
以
来
、
次
々
と
入
港
し
日
本
は
動

＜
核
基
地
に
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

「
日
本
の
み
な
さ
ん
は
ソ
連
脅
威
説

を
唱
え
て
い
る
が
、
米
軍
甚
地
を
国
内

に
抱
え
占
領
状
態
に
置
か
れ
て
い
る
日

本
に
と
っ
て
、
ソ
連
よ
り
も
ア
メ
リ
カ

が
脅
威
な
の
で
は
な
い
か
」
と
指
摘
す

る
の
は
、
米
人
教
授
（
津
田
塾
大
学
）

ダ
グ
ラ
ス
・
ラ
ミ
ス
氏
で
あ
る
。

を
た
し
な
め
た
。

ロ
万
国
の
被
爆
者
団
結
せ
よ
」
で
あ
る
。

秋
葉
。
フ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
米
人
記
者
た

ち
が
広
島
の
被
爆
者
を
取
材
し
て
、
ア

メ
リ
カ
に
対
す
る
悪
感
情
が
な
い
こ
と

に
感
動
し
被
爆
者
を
聖
化
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
原
爆
投
下
の
憎
し
み
を
こ

え
て
、
同
じ
核
時
代
に
生
き
る
絶
滅
の

運
命
共
同
体
地
球
号
の
同
志
と
し
て
の

連
帯
感
で
あ
り
、
被
爆
体
験
の
思
想
化

で
あ
る
と
言
う
人
も
あ
る
。
私
も
否
み

は
し
な
い
。
し
か
し
、
忘
れ
て
な
ら
な

い
こ
と
は
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

す
べ
て
を
水
に
流
し
て
タ
ラ
イ
の
中
の

赤
ん
坊
ま
で
洗
い
流
し
て
は
な
ら
な
い
。

一
戸
心
濯
汀
い
訂
．
で
を

新

潟

市

高

橋

今
こ
そ
自
立
し
た
人
間
た
ち
の
た
た
な
課
題
と
し
て
、
私
の
心
を
占
め
つ
つ

か
い
が
、
組
織
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
あ
る
。

い

の

で

は

な

い

か

／

．

情

況

が

ど

ん

ど

ん

悪

く

な

っ

て

い

る

と
、
書
く
と
今
さ
ら
何
を
言
っ
て
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
毎
年
、
暑
い
夏
が

る
と
、
全
国
で
た
た
か
っ
て
い
る
人
た
去
る
と
反
核
・
「
原
水
禁
」
の
運
動
は
、

ち
か
ら
叱
責
の
声
が
聞
え
て
き
そ
う
で
組
織
内
の
取
組
み
か
ら
消
え
さ
る
。
あ

あ

る

。

る

い

は

、

ス

ケ

ジ

ュ

ー

ル

的

に

設

定

さ

し
か
し
、
田
舎
の
地
方
都
市
で
、
ま
れ
た
諸
々
の
＂
政
治
課
題
“
と
し
て
の

だ
ま
だ
組
織
的
に
は
健
全
と
思
わ
れ
る
た
た
か
い
は
、
そ
の
時
点
で
は
マ
ジ
メ

労
働
組
合
と
社
会
党
に
籍
を
置
く
私
に
に
取
り
組
ま
れ
る
が
、
日
程
か
終
れ
ば

と
っ
て
は
、
逆
説
的
な
意
味
で
今
痛
切
そ
の
結
果
の
如
何
を
問
わ
ず
、
た
た
か

被
爆
者
の

11

い
の
ち
の
証
し
“

の
下
で
の
原
爆
犯
罪
に
対
す
る
告
発
は

都
築
博
士
や
体
験
作
家
、
詩
人
、
画
家

な
ど
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
が
、
原
爆
を

書
い
た
作
家
、
詩
人
た
ち
は
占
領
軍
の

弾
圧
下
に
書
く
心
理
的
抑
圧
と
疎
外
、

孤
立
に
苦
し
み
、
あ
る
い
は
自
殺
し
、

あ
る
い
は
原
爆
症
で
亡
く
な
り
、
あ
る

い
は
挫
折
し
て
逆
転
し
、
半
放
浪
の
旅

先
で
急
死
し
た
。

占
領
が
と
け
た
後
も
原
爆
タ
ブ
ー
は

尾
を
引
い
て
、
ビ
キ
ニ
水
爆
実
験
に
よ

っ
て
原
水
禁
運
動
が
始
ま
る
ま
で
、
被

爆
者
は
政
治
的
に
も
社
会
的
に
も
放
置

さ
れ
、
貧
困
と
病
気
の
悪
循
環
に
苦
し

み
な
が
ら
、
原
爆
亡
霊
の
よ
う
に
生
き

て
来
た
の
だ
っ
た
。

，
 

8
 



い
そ
の
も
の
は
消
え
、
精
々
年
一
回
書

か
れ
る
運
動
方
針
の
一
文
と
し
て
載
る

程
度
。
ま
た
そ
の
渦
中
に
い
る
11

組
織
“

さ
れ
て
い
る
労
働
者
も
、
上
意
下
達
の

思
考
習
慣
に
な
ら
さ
れ
て
？
か
、
自
ら

の
生
活
観
・
世
界
観
に
根
ざ
し
た
主
体

的
な
運
動
へ
の
参
加
は
希
薄
と
い
っ
て

ヽ
し
〇

よ
し活
動
家
と
い
わ
れ
る
人
た
ち
も
、
そ

の
例
外
で
は
あ
り
え
な
い
の
だ
が
、
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
頭
脳
に
注
入
さ
れ

た
政
治
意
識
と
、

11

労
働
組
合
的
“
と

も
い
う
べ
き
即
物
的
生
活
観
に
足
を
と

ら
れ
、
日
本
人
の
歴
史
的
・
構
造
的
加

害
者
と
し
て
の
立
場
を
見
失
い
、
感
受

性
に
柔
軟
さ
を
欠
き
つ
つ
あ
る
。

若
者
へ
の
伝
達
を
考
え
て

日
市
連
（
日
本
は
こ
れ
で
い
い
の
か

市
民
連
合
）
の
吉
川
勇
一
氏
は
、
『
新

地
平
』
の
十
一
月
号
で
、
今
あ
る
豊
か

な
物
質
的
生
活
を
前
提
と
し
た
「
利
己

ボ
ク
に
と
っ
て
、
今
の
と
こ
ろ
「
反

ハ

ン

ト

マ

ト
マ
」
は
、
も
っ
ば
ら
「
下
北
半
島
魔
」

と
い
う
意
識
し
か
な
い
よ
う
だ
。
別
に

開
き
直
る
つ
も
り
は
全
く
な
い
が
、
実

際
の
と
こ
ろ
「
基
地
の
街
・
三
沢
」
に

い
な
が
ら
基
地
問
頗
に
関
し
て
は
自
ら

主
体
的
に
何
か
を
や
っ
た
と
い
う
事
は

な
い
の
だ
か
ら
、
書
け
る
程
の
何
も
の

も
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。

開
発
と
貧
困
の
は
ざ
ま

ボ
ク
が
言
う
「
下
北
半
島
魔
」
は
、

下
北
半
島
へ
の
原
子
力
関
連
施
設
の
集

中
立
地
と
軍
事
諸
施
設
の
連
ら
な
り
が
、

将
来
こ
の
地
域
に
悲
惨
な
結
末
を
招
き

的
合
理
性
に
も
と
づ
く
現
状
維
持
・
保

守
反
戦
平
和
」
と
い
う
日
本
国
民
の
心

情
を
分
析
し
て
お
ら
れ
た
が
、
こ
う
し

た
大
衆
と
、
前
述
し
た
私
た
ち
が
果
し

て
切
り
結
ぶ
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か

？
で
き
な
い
。
そ
う
い
っ
た
予
感
が
あ

る
か
ら
こ
そ
、
ど
ん
ど
ん
戦
線
を
後
退

さ
せ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？

し
か
し
、
私
は
こ
ん
な
情
況
下
で
あ

れ
ば
あ
る
程
外
に
向
っ
て
心
を
開
き
、

さ
ま
ざ
ま
な
運
動
と
そ
れ
を
支
え
る
人

々
と
出
会
い
、
自
己
を
相
対
化
し
、
知

ら
ぬ
ま
に
身
に
つ
け
て
し
ま
っ
た
政
治

的
・
組
織
的
枠
組
み
と
、
思
考
の
枠
組

み
を
と
っ
ば
ら
う
努
力
が
必
要
で
は
な

い
か
と
思
う
。
幸
い
に
も
新
潟
県
内
で

は
、
い
わ
ゆ
る
組
織
と
い
う
も
の
に
こ

だ
わ
ら
ず
運
動
を
行
な
っ
て
い
る
百
数

十
人
の
人
々
が
結
集
し
、
新
潟
交
流
誌

『
耕
1
1
カ
ル
チ
ャ
ー
』
を
創
刊
、
歴
史

・
地
域
・
風
土
に
根
ざ
し
た
運
動
の
交

流
が
始
ま
っ
て
い
る
。

同
時
に
、
私
た
ち
男
は
、
男
た
ち
が

ど
こ
か
に
置
き
忘
れ
て
し
ま
っ
た
＂
身

心
と
も
に
の
び
や
か
な
健
康
的
な
地
域

社
会
と
生
活
“
を
守
る
た
め
に
、
世
界

的
に
立
ち
上
が
り
つ
つ
あ
る
女
性
（
生

命
を
は
ぐ
く
み
育
て
る
人
間
）
た
ち
に

寄
せ
る
こ
と
へ
の
大
い
な
る
危
惧
と
反

発
の
表
現
だ
。
し
か
し
、
実
際
こ
こ
青

森
で
は
そ
れ
ら
に
対
す
る
大
衆
的
な
闘

い
は
今
の
と
こ
ろ
見
ら
れ
な
い
。
県
労

・
社
会
党
ブ
ロ
ッ
ク
の
。
ハ
タ
ー
ン
化
し

た
運
動
と
、
点
か
ら
線
に
な
り
か
か
っ

た
少
数
の
住
民
運
動
グ
ル
ー
。
フ
の
動
き

と
、
各
立
地
点
で
の
農
漁
民
の
先
駆
的

な
闘
い
の
例
が
個
々
に
存
在
す
る
だ
け

だ
。
こ
れ
ら
の
連
携
は
今
よ
う
や
く
は

じ
ま
っ
た
ば
か
り
だ
。

「
な
ぜ
青
森
で
は
闘
い
に
な
り
え
な

い
の
か
？
」
こ
れ
は
ボ
ク
ら
の
常
な
る

問
題
意
識
だ
。
他
所
と
比
べ
て
＂
無
知
“

な
の
か
、
＂
貧
し
い
“
の
か
、
＂
闘
い

の
伝
統
が
な
い
“
か
ら
な
の
か
…
…

こ
れ
ら
の
理
由
は
そ
れ
な
り
に
当
っ
て

い
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の

間
の
ボ
ク
ら
の
論
議
で
一
っ
だ
け
明
ら

か
に
な
り
つ
つ
あ
る
点
が
あ
る
。
六
ケ

所
開
発
に
し
て
も
、
原
船
「
む
つ
」
に

し
て
も
、
東
通
原
発
、
大
間
原
発
、

F

一
六
、
そ
し
て
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
施
設

に
し
て
も
、
そ
れ
ら
の
人
体
や
環
境
に

及
ぽ
す
危
険
性
は
訴
え
て
も
、
「
じ
ゃ
、

そ
れ
ら
に
頼
ら
ず
ど
う
生
き
る
の
か
」

と
い
う
観
点
で
の
共
通
理
解
を
深
め
、

実
践
化
す
る
関
係
は
殆
ん
ど
持
と
う
と

し
な
か
っ
た
、
と
い
う
点
だ
ろ
う
。
「
＂
公

害
“
は
た
し
か
に
反
対
だ
。
し
か
し
そ

ア
。
フ
リ
オ
リ
に
信
用
で
き
な
い
部
分
も

あ
る
が
、
現
代
社
会
を
理
解
す
る
の
に

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
資
料
を
提
供
し

て
く
れ
る
と
同
時
に
、
若
い
世
代
に
対

す
る
有
力
な
情
報
伝
達
手
段
と
し
て
利

用
で
き
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
今
こ
そ
運
動
の

交
流
と
情
報
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
が

要
請
さ
れ
、
自
立
的
な
活
動
家
と
し
て

の
自
己
形
成
が
自
覚
的
に
追
求
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
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勿
論
そ
こ
で
の
農
漁
民
が
海
や
土
地

を
手
放
す
事
で
闘
い
が
終
る
の
で
は
な

く
、
相
対
的
に
独
自
な
ボ
ク
ら
の
闘
い

も
あ
る
事
は
事
実
で
あ
り
、
そ
れ
は
そ

れ
と
し
て
何
を
も
っ
て
、
い
か
に
闘
う

か
は
重
要
な
テ
ー
マ
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

土
地
や
海
を
売
ら
な
け
れ
ば
＂
開
発
“

は
進
ま
な
い
事
も
現
実
で
あ
り
、
そ
の

事
に
ボ
ク
ら
と
し
て
も
決
し
て
無
関
心

で
は
い
ら
れ
な
い
。
＂
無
知
“
ゃ
＂
貧

し
さ
“
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
ボ

ク
ら
自
身
の
歴
史
的
教
訓
へ
の
無
知
で

あ
り
、
発
想
や
実
践
の
貧
困
さ
で
し
か

な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
に
し
て

も
次
か
ら
次
と
我
が
下
北
に
よ
こ
し
て

く
れ
ま
す
ね
ぇ
。
い
っ
そ
ま
と
め
て
グ

ー
の
音
も
出
な
い
程
轟
沈
さ
せ
る
チ
ャ

ン
ス
な
の
だ
が
…
…
、
で
き
る
と
思
う

で
き
る
よ
ね
＂
~

9
・ 農

漁
民
と
ボ
ク
ら
の
た
た
か
い

;
i
-
¥
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加
す
る
人
た
ち
に
は
か
な
り
厳
し
い
も

の
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
口
先
だ
け
で
勇

ま
し
い
こ
と
を
言
っ
て
も
、
ち
ょ
っ
と

し
た
困
難
に
直
面
す
る
と
、
そ
の
言
葉

と
は
う
ら
は
ら
な
行
動
を
と
る
人
、
運

動
全
体
の
利
益
を
考
え
ず
、
利
己
主
義

・
保
守
主
義
に
走
る
党
派
は
信
用
さ
れ

な
い
と
い
う
気
風
が
育
ま
れ
つ
つ
あ
り
、

一
年
を
経
た
今
、
若
い
人
た
ち
の
中
に

わ
ず
か
ず
つ
で
は
あ
る
が
、
確
か
な
活

動
主
体
が
生
ま
れ
、
そ
の
人
た
ち
が
活

動
の
中
心
を
担
い
は
じ
め
て
い
る
。

わ
た
し
た
ち
が
主
張
し
て
き
た
「
ト

マ
ホ
ー
ク
配
備
を
阻
止
す
る
」
と
い
う

こ
と
は
、
今
日
の
日
本
の
民
衆
運
動
に

と
っ
て
、
基
軸
を
な
す
闘
い
で
あ
る
と

要
約
で
き
る
だ
ろ
う
。
以
下
そ
の
根
拠

と
、
わ
た
し
た
ち
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
述

核
の
論
理
を
拒
否
す
る
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べ
る
。

世
界
は
二
つ
の
軍
事
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
断

さ
れ
、
今
や
地
球
上
に
は
、
五
万
個
、

広
島
型
原
爆
に
換
算
す
る
と
、
実
に
百

万
個
に
相
当
す
る
原
水
爆
が
配
備
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
地
球
上
の
す
べ

て
の
人
間
と
生
命
を
く
り
か
え
し
殺
す

だ
け
の
破
壊
力
を
も
っ
て
い
る
と
い
わ

れ
る
。こ
れ
ら
の
核
兵
器
は
「
抑
止
力
」
と

し
て
だ
け
で
は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
政
府

が
く
り
か
え
し
表
明
し
て
い
る
よ
う
に
、

ヨ
ー
ロ
ッ
。
ハ
と
極
東
で
の
限
定
核
戦
争

を
戦
っ
て
勝
利
す
る
た
め
に
配
備
さ
れ
、

用
い
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
ヘ
の
巡
航
核
ミ
サ
イ
ル
と
。
ハ
ー
シ

ン
グ

11
、
極
東
へ
の
ト
マ
ホ
ー
ク
配
備

は
そ
の
実
戦
化
を
示
し
て
い
る
。

い
ま
こ
そ
、
「
核
に
よ
る
抑
止
と
均

衡
の
論
理
」
を
拒
否
し
、
一
方
的
な
核

の
廃
棄
を
実
現
す
る
こ
と
が
緊
急
に
求

め
ら
れ
て
い
る
。

求
め
ら
れ
る
民
衆
の
自
覚
的
行
動

こ
の
世
界
的
な
危
機
か
ら
抜
け
出
し
、

核
と
戦
争
の
な
い
新
し
い
社
会
を
創
る

こ
と
が
で
き
る
の
は
、
民
衆
の
自
覚
的

な
行
動
だ
け
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

の
「
平
和
」
運
動
、
第
三
世
界
民
衆
の

闘
い
を
は
じ
め
、
世
界
中
で
起
こ
り
つ

つ
あ
る
民
衆
の
闘
い
が
、
核
戦
争
の
危

機
を
防
ぎ
、
二
つ
の
軍
事
プ
ロ
ッ
ク
を

解
体
し
、
人
顆
に
希
望
と
未
来
を
育
む

唯
一
の
力
で
あ
る
。

歴
史
上
は
じ
め
て
被
爆
し
た
日
本
の

民
衆
の
声
と
行
動
は
、
わ
た
し
た
ち
の

予
測
を
は
る
か
に
こ
え
て
世
界
の
「
反

核
•
平
和
」
に
寄
与
し
て
き
た
し
、
寄

与
し
う
る
と
い
う
歴
史
的
事
実
を
認
識

し
、
い
ま
こ
そ
「
死
の
悪
循
環
」
を
断

ち
切
る
た
め
の
た
た
か
い
を
創
り
出
す

歴
史
的
使
命
が
日
本
の
民
衆
に
は
あ
る

と
、
わ
た
し
た
ち
は
考
え
る
。

わ
た
し
た
ち
が
こ
の
一
年
間
に
学
ん

だ
こ
と
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
風
に
主
張
す
る

と
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で

き
る
。核
戦
争
に
よ
る
世
界
の
絶
滅
を
阻
む

た
め
に
、
そ
の
出
発
点
と
し
て
、

一
、
極
東
で
の
限
定
核
戦
争
を
招
く

ト
マ
ホ
ー
ク
の
極
東
配
備
を
阻
止

す
る
。

一
、
日
米
安
保
か
ら
の
離
脱
を
め
ざ

し
、
米
日
韓
の
集
団
安
保
を
許
さ

な
い
。

一
、
ア
メ
リ
カ
の
核
の
傘
の
下
で
の

経
済
大
国
を
拒
否
し
、
ア
ジ
ア
民

衆
と
と
も
に
、
つ
つ
ま
し
く
平
和

な
日
本
社
会
に
生
き
る
こ
と
を
求

め
る
。

I3 12 



反対側から掘り進んだ
トンネルは出合ったか…•

糸土広姦菅孝行

虫

運
動
の
あ
り
方
を
根
本
的
に
「
瓢
鰻
亭
通
也

考
え
ね
ば
な
ら
な
い
前
田
俊
彦

物
理
的
に
だ
け
で
な
く
生
理
的
に
も

お
そ
る
べ
き
破
壊
力
を
も
つ
核
爆
弾
が
、

す
で
に
数
万
発
も
地
球
上
に
は
貯
蔵
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
運
搬
技
術
は
数
千
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
を
一
気
に
と
ば
せ
る
こ
と
グ

が
で
き
、
さ
ら
に
そ
う
い
う
遠
距
離
で

も
命
中
率
は
目
標
か
ら
数
百
メ
ー
ト
ル

も
は
ず
れ
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
、
ま

さ
に
悪
魔
の
兵
器
で
あ
る
ト
マ
ホ
ー
ク

を
積
載
し
た
米
国
軍
艦
が
わ
が
国
の
港

を
韮
地
に
し
て
い
る
。
米
国
政
府
自
身

も
そ
れ
を
か
く
そ
う
と
は
せ
ず
、
ソ
連

は
も
と
よ
り
諸
外
国
で
は
公
然
と
認
め

ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本

の
自
民
党
政
府
だ
け
が
そ
の
事
実
を
認

め
よ
う
と
し
て
い
な
い
。
危
機
を
表
現

す
る
の
に
噴
火
山
上
と
い
う
言
葉
が
あ

る
が
、
現
在
わ
れ
わ
れ
日
本
人
民
が
直

面
し
て
い
る
危
機
は
、
と
う
て
い
そ
う

い
う
言
葉
で
表
現
し
き
れ
る
も
の
で
は

な
い
。も
ち
ろ
ん
、
そ
う
い
う
危
機
感
は
少

数
者
の
先
駆
的
な
意
識
で
は
な
く
、
き

わ
め
て
広
汎
な
人
び
と
の
あ
い
だ
で
共

有
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
は
反
核
声

明
で
数
千
万
の
署
名
を
あ
つ
め
、
反
核

集
会
で
数
十
万
の
人
び
と
が
結
集
す
る

と
い
う
事
実
に
し
め
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
お
お
き
な
希
望
で
あ
り
、
こ
れ
だ

け
が
わ
れ
わ
れ
を
勇
気
づ
け
る
も
の
で

あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
具
体
的
に
日
本
人
民
の
ほ
と
ん
ど

九

0
形
が
核
兵
器
の
廃
絶
を
要
望
し
て

い
て
も
、
ト
マ
ホ
ー
ク
は
既
成
事
実
と

し
て
配
備
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は

何
故
か
。
人
び
と
の
危
機
意
識
が
不
充

分
な
の
で
は
な
く
、
反
核
・
反
ト
マ
ホ

ー
ク
の
運
動
そ
の
も
の
の
あ
り
か
た
に

欠
陥
が
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

ひ
と
つ
に
は
、
党
派
の
活
動
が
運
動

の
阻
害
に
な
っ
て
い
な
い
か
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
長
野
市
で
、
住

民
た
ち
が
反
ト
マ
ホ
ー
ク
の
街
頭
宣
伝

ー
名
古
屋
で
民
衆
ひ
ろ
ば
と
い
う
、

市
民
運
動
の
横
断
的
な
場
が
持
た
れ
て

い
て
、
生
活
と
政
治
を
め
ぐ
る
い
ろ
い

ろ
な
議
論
が
さ
れ
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。

そ
の
へ
ん
の
と
こ
ろ
か
ら
ど
う
ぞ
。

糸
土
民
衆
ひ
ろ
ば
は
8
1
年
秋
に
反

原
発
き
の
こ
の
会
の
討
論
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。
そ
れ
な
り
に
7
0
年
代
市
民
運

動
の
総
括
か
ら
出
て
来
た
の
で
す
。
総

括
は
五
項
目
く
ら
い
あ
る
の
で
す
が
、

そ
の
四
番
目
に
「
大
情
況
主
義
を
や
め

て
小
情
況
主
義
へ
／
．
」
と
い
う
項
目
が

あ
り
ま
す
。
小
田
実
さ
ん
が
ベ
ト
ナ
ム

反
戦
運
動
の
中
で
「
鳥
撒
図
か
ら
虫
諏

図
へ
」
と
い
っ
た
こ
と
が
多
く
の
人
た

ち
に
共
感
を
呼
ん
だ
と
思
う
ん
で
す
が
、

私
た
ち
も
そ
の
よ
う
な
こ
だ
わ
り
を
も

っ
て
運
動
を
し
て
来
た
。
そ
の
結
果
、

そ
れ
ま
で
の
大
情
況
主
義
で
は
見
え
な

か
っ
た
視
座
を
い
ろ
い
ろ
獲
得
し
て
来

た
と
思
い
ま
す
。
た
と
え
ば
第
一
＿
一
世
界

へ
の
視
座
と
い
う
の
は
そ
こ
か
ら
生
ま

れ
て
来
た
。
反
原
発
も
同
じ
で
、
多
く

の
大
情
況
主
義
の
人
た
ち
は
数
年
前
ま

で
原
発
推
進
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
今
の

よ
う
に
な
っ
た
の
は
小
情
況
主
義
の
貢

献
で
す
。

の

■目
と

鳥

を
や
っ
て
い
た
と
き
、
あ
る
党
派
活
動

家
た
ち
が
「
お
ま
え
ら
に
反
ト
マ
ホ
ー

ク
を
い
う
資
格
が
な
い
」
と
い
っ
て
妨

害
し
た
事
実
が
あ
っ
て
、
そ
の
党
派
は

本
気
で
反
ト
マ
ホ
ー
ク
を
さ
け
ん
で
い

る
の
か
ど
う
か
、
き
わ
め
て
疑
わ
し
い

と
さ
え
い
え
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
本

気
で
反
ト
マ
ホ
ー
ク
運
動
を
展
開
し
て

い
る
と
し
て
も
、
彼
ら
の
党
派
絡
力
だ

け
が
優
勢
に
な
れ
ば
ト
マ
ホ
ー
ク
配
置

は
阻
止
で
き
る
と
か
ん
が
え
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。
こ
の
点
は
長
野
市
に
お

け
る
某
党
派
に
か
ぎ
ら
ず
、
共
産
党
を

は
じ
め
と
す
る
左
翼
党
派
の
す
べ
て
に

つ
い
て
い
え
る
の
で
あ
っ
て
、
彼
ら
は

反
ト
マ
ホ
ー
ク
と
い
う
人
民
感
情
を
政

治
的
に
利
用
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
反
核
・
反

ト
マ
ホ
ー
ク
運
動
か
ら
す
べ
て
の
党
派

が
排
除
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
人
民

が
党
派
の
道
具
に
さ
れ
る
こ
と
を
拒
否

し
、
逆
に
人
民
が
党
派
を
反
核
・
反
ト

マ
ホ
ー
ク
の
道
具
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
だ
ろ
う
。
そ
の
と
き
は
じ
め
て
党
派

し
か
し
一
方
で
、
大
情
況
の
右
傾
化

が
ど
ん
ど
ん
進
行
し
て
い
た
。
特
に
衆

参
ダ
ブ
ル
選
挙
で
の
自
民
党
躍
進
が
あ

っ
た
。
小
情
況
か
ら
見
え
る
よ
う
に
な

っ
た
け
れ
ど
も
、
大
情
況
に
全
然
手
が

と
ど
か
な
い
。
何
と
か
し
な
く
ち
ゃ
、

と
い
う
風
に
な
っ
た
。

民
衆
ひ
ろ
ば
の
タ
イ
ト
ル
は
「
止
め

よ
う
戦
争
へ
の
道
、
つ
く
ろ
う
民
衆
の

連
帯
」
と
い
う
こ
と
で
、
い
わ
ば
住
民

運
動
の
デ
。
ハ
ー
ト
み
た
い
な
も
の
を
や

っ
た
。
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
は
六
本
の
柱
が

あ
っ
て
、
反
戦
、
反
安
保
、
反
搾
取
・

反
収
奪
、
反
差
別
、
こ
こ
ま
で
は
旧
来

の
大
情
況
主
義
で
や
っ
て
来
た
人
た
ち

も
含
め
て
や
ろ
う
と
い
う
も
の
。
そ
れ

か
ら
反
開
発
・
反
公
害
、
暮
ら
し
の
中

か
ら
の
創
造
を
／
．
と
立
て
た
の
で
す
ね
。

菅
8
1
年
に
そ
う
い
う
も
の
が
出
た

の
は
、
7
0
年
代
の
成
果
と
行
き
詰
ま
り

の
表
現
で
し
ょ
う
ね
。
8
1
年
に
は
レ
ー

ガ
ン
に
よ
る
核
戦
略
の
転
換
が
あ
っ
て
、

そ
れ
を
受
け
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
運
動
が

わ
っ
と
変
る
、
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。

核
戦
争
の
危
機
と
い
う
も
の
の
現
実
性

が
す
ご
く
増
し
て
、
そ
の
こ
と
を
抜
き

に
は
何
も
考
え
ら
れ
な
い
と
い
う
情
況

の

目

の

も
、
そ
の
名
に
価
す
る
党
派
と
し
て
人

民
の
信
頼
を
獲
得
す
る
に
ち
が
い
な
い
。

い
わ
ゆ
る
市
民
運
動
に
も
問
題
が
な

い
と
は
い
え
な
い
。
か
っ
て
は
反
核
声

明
に
数
千
万
の
署
名
を
あ
つ
め
た
の
も
、

あ
る
意
味
で
は
市
民
運
動
が
甚
本
に
あ

っ
た
と
い
え
る
。
だ
が
、
そ
れ
は
期
待

ど
お
り
の
成
果
を
あ
げ
た
と
は
い
え
な

い
が
、
体
制
の
強
靱
な
反
動
性
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
市
民
運
動
が
市
民
運
動

の
枠
を
こ
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

点
も
み
の
が
せ
な
い
。
つ
ま
り
、
人
び

と
が
自
分
の
立
っ
て
い
る
現
場
の
こ
と

は
さ
て
お
い
て
運
動
に
参
加
し
た
の
で

あ
る
。
労
働
者
は
職
場
を
、
学
生
は
学

校
を
、
地
域
住
民
は
地
域
を
、
主
婦
は

家
庭
を
現
場
と
し
、
そ
の
現
場
を
ひ
っ

さ
げ
て
運
動
に
参
加
す
る
も
の
が
す
く

な
か
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
団
結
す
る
と

い
い
連
帯
す
る
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は

街
頭
で
手
を
つ
な
い
だ
り
薯
名
簿
に
名

を
つ
ら
ね
る
だ
け
で
な
く
、
生
活
し
て

い
る
現
場
と
現
場
と
を
つ
な
ぐ
の
で
な

け
れ
ば
、
団
結
も
連
帯
も
ほ
ん
と
う
の

力
と
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

事
態
は
き
わ
め
て
憂
慮
す
べ
き
状
況

に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
運

動
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
根
本
的
に
か

ん
が
え
な
お
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
時
が
い
ま

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

に
つ
っ
こ
ん
じ
ゃ
っ
た
。
そ
れ
が
た
ま

た
ま
な
の
か
、
ま
さ
に
そ
う
い
う
大
情

況
と
呼
応
し
て
な
の
か
は
っ
き
り
し
な

い
け
れ
ど
も
、
き
っ
と
つ
な
が
り
が
あ

る
ん
だ
ろ
う
な
と
思
っ
て
話
を
う
か
が

っ
て
ま
し
た
。

糸
土
に
わ
と
り
と
卵
の
関
係
で
す

ね。
菅
内
側
か
ら
も
そ
う
な
っ
て
い
っ

た
し
、
外
側
か
ら
も
そ
う
来
て
る
、
そ

れ
が
出
会
っ
た
…
…

糸
土
お
そ
ら
く
そ
の
上
に
宇
宙
船

地
球
号
的
必
然
性
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は

も
の
す
ご
く
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

菅
そ
う
で
す
ね
。
こ
れ
は
反
核
と

か
反
安
保
と
か
に
何
も
関
係
な
い
人
々

の
危
機
意
識
ま
で
か
き
た
て
る
よ
う
な

性
格
の
も
の
で
す
ね
。
僕
な
ん
か
が
、

第
一
二
世
界
の
問
題
に
気
づ
い
た
の
は
、

6
0
年
代
の
大
情
況
主
義
の
中
で
、
反
帝

闘
争
の
質
的
転
換
と
し
て
ゲ
バ
ラ
と
か

フ
ァ
ノ
ン
を
読
ん
だ
。
非
常
に
観
念
的
、

抽
象
的
な
「
第
二
、
第
三
の
ベ
ト
ナ
ム

を
／
．
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
ワ
ン
セ

ッ
ト
だ
っ
た
わ
け
で
す
ね
。
7
0
年
代
に

は
、
小
情
況
主
義
を
貫
き
な
が
ら
政
治

問
題
に
視
野
を
広
げ
て
ゆ
く
人
の
中
に

寸+X
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は

小

情

況

主

義

か

ら

来

た

水

脈

に

出

会

っ

た

か

ら

で

す

。

本

当

に

水

脈

を

創

っ

て

来

た

人

た

ち

が

重

要

だ

と

思

う

か

ら

、

私

は

あ

え

て

そ

う

言

い

切

り

ま

し

た

。

菅

小

惰

況

と

大

情

況

と

い

う

対

比

が

い

い

か

ど

う

か

は

別

と

し

て

、

私

た

ち

が

運

動

と

し

て

外

へ

主

張

を

褐

げ

て

向

か

う

と

き

、

た

え

ず

一

人

一

人

の

、

人

と

人

と

の

つ

な

が

り

と

か

、

運

動

の

組

み

方

と

か

、

言

わ

な

い

、

と

い

う

中

に

、

[

口

`

《

‘

ぬ

か

し

ち

ゃ

な

あ

い

ま

い

に

し

て

は

な

ら

そ

れ

を

絶

対

に

な

い

も

の

を

、

あ

い

ま

い

ら

な

い

、

と

い

に

し

て

い

く

要

素

が

あ

る

い

□lJ

□[

う

ん

だ

け

れ

ど

も

、

む

つ

か

し

い

で

す

ね

。

た

と

え

ば

、

反

安

保

と

い

う

主

張

を

大

情

況

的

に

掲

げ

て

も

、

そ

れ

で

反

ト

マ

運

動

が

反

安

保

に

な

る

わ

け

じ

ゃ

な

い

、

と

い

う

意

見

が

あ

る

。

全

く

そ

の

通

り

で

す

。

し

か

し

、

反

ト

マ

と

い

う

の

も

反

安

保

と

い

う

の

も

草

の

根

と

い

う

の

も

、

た

か

が

言

葉

で

あ

る

と

い

う

点

で

は

同

じ

は

ず

で

す

。

と

こ

ろ

が

反

安

保

と

い

う

言

葉

だ

け

が

抽

象

的

だ

と

非

難

の

対

象

に

さ

れ

る

の

は

、

や

っ

ぱ

り

お

か

し

い

。

菅

力

に

な

る

と

い

う

保

証

が

な

い

で

す

よ

ね

。

歴

史

的

に

は

む

し

ろ

敗

れ

去

っ

て

来

た

原

理

で

す

ね

。

し

か

し

、

こ

れ

を

原

理

と

し

て

汲

み

上

げ

な

い

と

、

ゆ

き

つ

く

先

と

い

う

の

は

高

度

に

発

達

し

た

資

本

主

義

の

中

で

も

、

現

存

社

会

主

義

の

中

で

も

、

第

三

世

界

の

権

力

の

中

で

も

実

験

ず

み

で

、

も

う

ダ

メ

だ

と

は

っ

き

り

し

て

い

る

生

産

力

主

義

、

科

学

主

義

、

進

歩

至

上

主

義

、

差

別

主

義

し

か

な

い

。

お

互

い

が

「

違

い

は

違

い

ど

し

て

相

互

に

認

め

合

い

な

が

ら

共

存

し

て

ゆ

く

」

と

い

う

こ

と

は

、

単

に

多

様

性

の

承

認

に

と

ど

ま

ら

な

い

ん

で

、

こ

れ

を

新

し

い

社

会

の

原

理

に

し

て

、

す

べ

て

を

一

新

す

る

て

こ

な

ん

だ

と

い

う

こ

と

を

、

基

本

に

据

え

な

い

と

運

動

は

必

ず

お

か

し

く

な

る

。

し

か

し

、

僕

の

場

合

に

は

も

う

少

し

政

治

主

義

的

な

と

こ

ろ

も

あ

っ

て

、

運

動

の

モ

ラ

ル

の

原

則

と

、

個

別

の

局

面

で

の

動

き

方

は

、

必

ず

し

も

い

つ

も

完

全

に

一

致

し

て

い

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

と

は

考

え

て

な

い

。

そ

う

で

な

い

と

、

極

限

的

な

、

大

き

な

力

を

―

つ

に

集

中

し

た

い

状

況

に

対

応

で

き

な

い

と

思

う

。

こ

れ

で

は

絶

対

的

ジ

レ

ン

マ

に

陥

っ

て

し

ま

う

。

だ

か

ら

、

い

さ

さ

か

便

利

に

考

え

て

い

る

と

こ

ろ

も

あ

る

ん

で

す

ね

。

糸

土

こ

の

使

い

わ

け

に

は

、

原

理

菅
孝
行

- ヽ
かんたかゆき・ 1939年東京生まれ。 反天
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第 2期 PARC運営委員 。

第

―

―

一

世

界

へ

の

具

体

的

関

心

が

生

ま

れ

て

き

た

の

は

事

実

だ

と

は

思

う

ん

で

す

が

、

ス

。
ハ

ッ

と

小

情

況

主

義

の

中

か

ら

こ

そ

第

三

世

界

の

視

野

が

出

て

来

た

と

言

わ

れ

る

と

、

び

っ

く

り

し

ま

す

。

糸

土

P
A
R
C
（
ア
ジ
ア
太
平
洋

資

料

セ

ン

タ

ー

）

は

大

情

況

主

義

の

人

が

創

っ

た

と

思

う

ん

で

す

。

し

か

し

、

P
A
R
Cの
提

起

は

広

が

っ

た

。

そ

れ

が

も

う

一

っ

必

要

で

す

ね

。

で

な

い

と

、

こ

れ

ま

で

も

、

過

渡

期

な

の

だ

か

ら

仕

方

が

な

い

と

い

う

形

で

、

ソ

ビ

エ

ト

の

た

め

の

電

化

が

電

化

の

た

め

の

ソ

ビ

エ

ト

に

な

る

と

い

っ

た

ひ

っ

く

り

返

し

が

起

こ

っ

て

し

ま

う

。

菅

そ

の

新

し

い

原

理

は

、

「

す

べ

か

ら

く

こ

う

す

べ

し

」

と

い

う

よ

う

な

ト

ー

タ

ル

な

原

理

で

は

な

い

の

で

は

な

い

か

。

い

く

つ

か

の

「

べ

か

ら

ず

集

」

が

あ

っ

て

ね

、

そ

の

上

に

二

つ

の

相

矛

盾

す

る

権

利

が

共

存

し

あ

っ

て

い

く

の

じ

ゃ

な

い

か

。

—
多
様
性
を
力
に
す
る
に
は
、
ど

う

い

う

つ

な

が

り

方

を

す

れ

ば

よ

い

か

、

連

合

の

組

織

論

を

キ

チ

ン

と

考

え

て

こ

な

か

っ

た

の

で

は

な

い

で

す

か

。

菅

そ

う

で

す

ね

。

多

様

性

と

い

う

こ

と

が

そ

っ

ぽ

を

む

き

あ

う

こ

と

に

な

っ

た

り

、

相

殺

し

あ

う

こ

と

に

な

る

の

な

ら

、

力

に

な

り

っ

こ

な

い

で

す

よ

ね

。

糸

土

そ

の

上

に

自

立

の

問

題

を

つ

け

足

す

と

、

70年
代

そ

し

て

そ

れ

以

前

の

反

戦

運

動

は

男

の

運

動

だ

っ

た

わ

け

で

す

ね

。

と

こ

ろ

が

男

は

飯

を

ち

ゃ

ん

と

作

れ

な

か

っ

た

わ

け

で

、

そ

の

一

点

を

と

っ

て

み

て

も

、

政

治

活

動

で

の

自

立

と

は

さ

ま

ざ

ま

な

自

立

の

ほ

ん

の

一

つ

に

す

ぎ

な

い

。

自

立

に

つ

い

て

の

考

え

方

が

う

ー

ん

と

広

が

っ

て

来

た

。

こ

反

安

保

と

言

っ

た

か

ら

と

い

っ

て

反

安

保

の

闘

い

に

な

る

わ

け

じ

ゃ

な

い

け

れ

ど

も

、

「

言

わ

な

い

」

と

い

う

中

に

、

実

は

あ

い

ま

い

に

し

て

は

な

ら

な

い

も

の

を

あ

い

ま

い

に

し

去

っ

て

い

く

要

素

が

あ

る

の

じ

ゃ

な

い

か

。

「

核

は

い

や

だ

」

「

戦

争

は

い

や

だ

」

と

い

う

意

識

に

ど

う

フ

ィ

ッ

ト

す

る

か

、

と

い

う

次

元

で

は

フ

ィ

ッ

ト

す

る

や

り

方

を

選

べ

ば

い

い

。

し

か

し

、

そ

れ

が

、

ズ

ル

ズ

ル

ー

と

水

増

し

に

な

る

こ

と

に

つ

な

が

ら

な

い

だ

ろ

う

か

。

横

須

賀

の

よ

う

に

運

動

の

蓄

積

が

し

っ

か

り

し

て

い

る

と

こ

ろ

は

大

丈

夫

だ

ろ

う

が

。

そ

の

こ

と

と

糸

土

さ

ん

が

言

わ

れ

て

い

る

こ

と

と

は

全

然

違

う

ん

だ

け

れ

ど

も

、

小

情

況

主

義

、

生

活

見

直

し

派

と

い

う

言

葉

だ

け

が

一

人

歩

き

し

て

い

く

と

、

右

寄

り

潮

流

の

大

合

流

み

た

い

な

も

の

の

口

実

に

さ

れ

て

い

く

と

い

う

懸

念

が

、

ど

こ

か

で

捨

て

が

た

＜

僕

の

中

に

あ

る

。

糸

土

原

水

禁

運

動

の

中

で

反

原

発

は

触

れ

な

い

と

い

う

形

で

右

寄

り

に

大

同

団

結

が

計

ら

れ

て

ゆ

く

、

そ

う

い

う

こ

と

が

あ

る

か

ど

う

か

で

す

ね

。

行

動

ス

ロ

ー

ガ

ン

の

問

題

で

言

え

ば

、

建

前

を

言

い

続

け

て

い

れ

ば

建

前

か

ら

は

ず

れ

ら

れ

な

い

と

い

う

こ

と

が

個

人

史

と

し

て

も

よ

く

あ

る

こ

と

で

す

ね

。

お

そ

ら

く

運

動

体

と

し

て

も

あ

る

と

思

う

ん

で

す

ね

。

そ

れ

か

ら

一

人

歩

き

と

い

う

点

に

関

し

て

言

う

と

、

首

都

圏

の

運

動

は

気

の

毒

だ

な

あ

と

思

う

側

面

が

あ

る

ん

で

す

ね

。

何

事

に

も

。

ハ

ス

で

き

な

い

で

、

首

都

圏

の

運

動

が

実

は

日

本

の

運

動

に

な

っ

て

し

ま

う

。

こ

の

状

態

は

変

え

ら

れ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

当

然

、

名

古

屋

の

運

動

に

も

跳

ね

返

る

こ

と

で

、

僕

た

ち

も

大

情

況

も

担

え

る

市

民

運

動

と

い

う

風

に

一

歩

出

な

い

と

い

け

な

い

。

民

衆

ひ

ろ

ば

に

は

六

つ

の

ス

ロ

ー

ガ

ン

の

他

に

四

つ

の

原

則

と

い

う

の

が

あ

り

ま

す

。

「

人

間

の

関

係

を

大

切

に

す

る

」

「

お

の

お

の

が

主

体

的

で

あ

る

こ

と

」

「

自

分

の

運

動

を

絶

対

化

し

な

い

」

「

お

互

い

に

率

直

に

批

判

し

あ

う

」

で

す

。

人

と

人

の

顔

が

見

え

る

関

係

と

し

て

集

団

と

な

り

力

に

な

る

と

い

う

具

合

に

な

ら

な

い

の

か

な

あ

、

そ

こ

が

な

い

と

統

一

と

団

結

が

生

み

出

す

官

僚

組

織

は

非

常

に

．

効

率

の

い

い

マ

シ

ー

ン

な

ん

だ

け

れ

ど

も

、

そ

れ

に

対

抗

で

き

る

私

た

ち

の

「

多

様

性

が

力

に

な

る

」

過

程

と

い

う

も

の

を

生

み

出

し

え

な

い

。

そ

う

い

う

思

い

が

こ

も

っ

て

い

る

の

で

す

。

—
多
様
性
が
力
に
な
る
か
、
と
い

う

問

い

だ

け

で

い

い

の

で

し

ょ

う

か

。

力

を

創

ら

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

で

す

ね

。

れ

は

多

様

性

の

前

提

と

な

る

自

立

の

問

題

に

つ

い

て

も

本

物

が

見

え

始

め

て

来

た

の

だ

と

思

い

ま

す

ね

。

菅

お

そ

ら

く

糸

土

さ

ん

と

私

は

ず

い

分

と

違

っ

た

発

想

を

し

て

来

た

人

間

だ

ろ

う

と

思

う

ん

で

す

。

そ

れ

ぞ

れ

の

自

分

史

も

全

然

違

う

し

。

た

だ

、

ど

っ

ち

か

ら

考

え

て

も

、

こ

れ

だ

け

は

踏

ま

え

な

い

と

も

う

ど

う

に

も

な

ら

な

い

と

い

う

点

を

に

つ

め

て

ゆ

く

と

、

非

常

に

重

な

る

部

分

が

増

え

て

来

て

い

る

と

い

う

感

じ

で

す

ね

。

ま

だ

微

妙

に

ぶ

れ

て

る

と

こ

ろ

も

あ

る

ぃ
□政治活動での自
立

と

は

象

性

を

と

の

く

4
J̀
土
6
t
J
 -116-1:f m
i
i
"
-
(
3、

B
2

か

、

そ

の

信

じ

'
”
(
3
ハ
）
上
J
つ
。

方

、

捨

て

方

の

比

率

が

違

う

ん

だ

な

。

僕

が

七

／

八

割

位

ま

だ

一

所

懸

命

し

が

み

つ

い

て

い

る

と

す

れ

ば

、

糸

土

さ

ん

は

―

二

割

位

に

し

て

意

地

で

も

そ

れ

以

上

は

信

じ

な

い

・

・

・

糸

土

そ

れ

は

70年
代

の

自

己

史

に

か

か

わ

る

こ

と

で

、

自

己

否

定

に

め

ざ

め

て

自

分

の

人

生

を

刻

ん

で

来

た

。

反

体

制

側

で

も

イ

デ

オ

ロ

ー

グ

と

い

う

人

た

ち

が

出

て

来

て

、

そ

の

人

た

ち

の

間

で

洗

練

さ

れ

た

議

論

が

さ

れ

て

い

く

と

い

う

の

は

民

衆

に

と

っ

て

非

常

に

疎

外

的

な

局

面

を

も

っ

て

い

る

と

ね

。

僕

は

そ

う

思

う

が

ゆ

え

に

や

っ

ぱ

り

普

遍

性

は

三

割

で

と

め

た

い

と

強

く

思

う

ん

で

す

ね

。

菅

国

家

を

な

く

そ

う

と

い

う

の

は

結

局

そ

う

い

う

こ

と

で

す

。

そ

れ

は

み

と

め

ま

す

よ

。

糸
土
広

いとっちひろむ• |944年宮城県生まれ。

名古屋で反原発きのこの会など多くの市

民、住民運動に参加。
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r
『
J
~
お
か
し
い
」
っ
て
主

蠅
の
ほ
う
か
感
じ
て
る

最
近
は
『
ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン
』
と
か
『
L
e
e
』

と
か
も
自
然
食
の
店
と
か
水
の
問
題
を
取
り
あ

げ
る
の
ね
。
奥
さ
ん
た
ち
は
そ
う
い
う
問
題
を

自
分
た
ち
の
問
題
と
し
て
受
け
入
れ
る
こ
と
が

で
き
る
け
れ
ど
、
生
活
を
失
っ
て
「
社
会
」
に

出
て
し
ま
っ
た
男
た
ち
に
は
自
分
の
問
題
と
し

て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
奥
さ
ん
た
ち
は

中
性
洗
剤
や
食
品
添
加
物
に
か
こ
ま
れ
、
そ
れ

ら
が
身
体
の
中
を
通
り
抜
け
る
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
、
僕
ら
が
六

0
年
代
に
感
じ
た
よ
う
な
、

あ
る
意
味
で
生
理
的
、
感
覚
的
な
嫌
悪
感
っ
て

い
う
の
を
直
接
的
に
感
じ
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
。
女
性
は
ま
ず
身
近
な
こ
と
か
ら
始
ま
っ
て

そ
の
先
に
あ
る
い
ろ
ん
な
こ
と
、
そ
れ
は
日
本

の
軍
拡
の
問
題
に
し
て
も
核
の
問
題
に
し
て
も
、

身
近
に
感
じ
ら
れ
る
と
思
う
。

こ
の
あ
い
だ
、
池
子
弾
薬
庫
跡
地
問
題
の
シ

ン
ボ
ジ
ウ
ム
が
あ
っ
て
出
た
ん
だ
け
れ
ど
、
地

道
に
や
っ
て
る
の
は
や
は
り
普
通
の
お
ば
ち
ゃ

ん
た
ち
だ
よ
ね
。
そ
う
い
う
人
た
ち
の
話
を
聞

い
て
い
る
と
、
あ
る
意
味
で
は
す
ご
く
保
守
的

な
ん
だ
け
れ
ど
、
そ
の
立
脚
点
っ
て
い
う
の
は

生
活
の
裏
付
け
が
あ
る
だ
け
す
ご
く
強
い
よ
う

な
気
が
す
る
。
三
里
塚
の
農
民
が
あ
れ
だ
け
強

い
の
と
同
じ
よ
う
な
強
さ
が
、
い
ま
の
お
か
あ

さ
ん
た
ち
の
運
動
に
は
あ
っ
て
、
こ
れ
は
や
っ

ば
り
し
た
た
か
な
も
の
だ
な
っ
て
い
う
気
が
し

ま
し
た
ね
。

や皇もと こうたろー
ソ，，，ティ •シュガーて大ヒット『逢れコウ
ピアン』（晶文社）` 『自鱈な躙属』

僕
ら
の
未
来
は
僕
ら
か
責
任

を
も
っ
て
や
っ
て
い
か
な
い
と

や
ば
い
よ
ね
山
本
コ
ウ
タ
ロ
ー

僕
ら
が
育
っ
た
時
代
っ
て
、
技
術
が
急
速
に

進
歩
し
て
、
宇
宙
中
継
み
た
い
に
居
な
が
ら
に

し
て
世
界
の
状
況
が
手
に
取
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
よ
ね
。
け
れ
ど
反
面
、
市
民
生
活
を
脅
か
す

よ
う
な
こ
と
も
加
速
的
に
進
ん
で
い
っ
た
よ
う

な
気
が
す
る
。
つ
ま
り
、
文
明
っ
て
い
う
の
が

人
間
に
と
っ
て
両
刃
の
剣
だ
っ
て
い
う
こ
と
が

僕
ら
に
も
感
覚
的
に
わ
か
っ
た
ん
だ
よ
ね
。

も
う
ひ
と
つ
、
僕
ら
の
世
代
っ
て
戦
後
民
主

主
義
教
育
っ
て
い
う
の
を
受
け
て
、
「
自
由
さ
」

と
か
「
平
等
」
と
か
を
心
に
刻
ま
れ
て
成
長
し

て
き
た
っ
て
い
う
感
じ
が
す
る
の
ね
。
音
楽
で

い
っ
て
も
、
ち
ょ
う
ど
ボ
プ
・
デ
ュ
ラ
ン
と
か

ビ
ー
ト
ル
ズ
と
か
、
自
分
た
ち
で
歌
い
た
い
こ

と
を
歌
う
と
い
う
人
た
ち
が
出
て
き
た
。
僕
ら

も
す
ご
く
刺
激
さ
れ
て
、
ひ
と
つ
の
運
動
と
し

て
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
が
起
こ
っ
て
き
た
感
じ
だ

っ
た
。
そ
の
時
発
見
し
た
こ
と
は
、

「
人
間
は

基
本
的
に
自
由
で
あ
る

」
っ

て
い
う
こ
と
。
そ

の
自
由
に
は
責
任
が
と
も
な
っ
て
い
る
し
、
け

し
て
譲
れ
な
い
も
の
だ
と
い
う
こ
と
。

だ
か
ら
あ
の
頃
、
ベ
ト
ナ
ム
で
同
じ
ア
ジ
ア

人
が
無
残
に
殺
さ
れ
る
こ
と
や
、
大
学
が
僕
ら

を
社
会
に
送
り
出
す
商
品
み
た
い
に
扱

っ
た
こ

自
分
の
人
生
し
か
生
き

ら
れ
な
い
ん
だ
か
ら

六

0
年
代
後
半
に
、
学
生
運
動
に
か
か
わ
っ

て
の
ひ
と
つ
の
反
省
と
し
て
は
、
僕
な
ん
か
歌

や
っ
て
た
か
ら
あ
ん
ま
り
言
え
な
い
ん
だ
け
れ

ど
、
こ
う
で
な
き
ゃ
い
け
な
い
っ
て
い
う
鋳
型

に
は
め
込
ん
だ
り
、
「
踏
み
絵
」
を
し
た
り
し

て
や
っ
て
来
ち
ゃ
っ
た
と
思
う
ん
だ
よ
ね
。
そ

う
じ
ゃ
な
く
て
、
こ
れ
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
立

脚
点
は
と
り
あ
え
ず
認
め
た
う
え
で
、
よ
り
良

い
、
よ
り
楽
し
い
、
気
持
い
い
暮
ら
し
と
い
う

の
を
根
元
的
な
と
こ
ろ
で
求
め
る
こ
と
か
ら
出

発
し
て
、
ど
こ
か
で
協
調
す
る
っ
て
い
う
こ
と

だ
と
思
う
。
い
や
な
こ
と
は
い
や
だ
っ
て
意
思

表
示
し
て
ゆ
く
こ
と
が
重
要
な
気
が
す
る
ん
だ

よ
ね
。
会
社
人
間
ほ
ど
ま
わ
り
を
見
な
が
ら
考

え
ち
ゃ
う
。
「
私
は
残
業
は
い
や
だ
か
ら
帰
り

ま
す
」
っ
て
帰
っ
て
、
時
間
内
に
仕
事
を
バ
ッ

チ
リ
や

っ
て
い
れ
ば
、
出
世
は
し
な
い
か
も
し

れ
な
い
け
れ
ど
、
そ
れ
で
生
き
て
ゆ
け
る
と
思

う
ん
だ
よ
ね
。
な
ん
か
こ
う
、
他
人
と
の
比
較

の
中
で
人
生
を
生
き
て
く
こ
と
を
習
い
覚
え
て

き
て
る
か
ら
、
人
か
ら
自
分
が
ど
う
見
ら
れ
る

か
っ
て
い
う
こ
と
だ
け
を
意
識
し
ち
ゃ
う
ん
だ

よ
ね
。
そ
れ
で
い
つ
の
ま
に
か
、
壁
の
一
個
の

レ
ン
ガ
の
ご
と
く
、
組
み
込
ま
れ
て
し
ま
っ
て

ね。
要
は
、
日
常
的
に
気
づ
い
て
い
る
か
気
づ
い

て
い
な
い
か
だ
と
思
う
の
ね
。
そ
れ
は
も
う
、

本
当
に
た
く
さ
ん
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
、

●インタビュー／相馬

正男大久保青志

r社
会
」
に
出
る
と
生
活
か

考
え
ら
れ
な
く
な
る
つ
・

大
学
を
卒
業
し
て
か
ら
も
「
自
由
業
」
で
や

っ
て
き
て
、
い
ま
一
見
ス
ト
レ
ー
ト
に
も
の
を

言
う
よ
う
に
見
ら
れ
る
よ
ね
。
そ
れ
は
、
「
社

会
」
に
出
た
人
た
ち
が
、
仕
事
の
中
に
人
生
の

大
半
を
没
入
さ
せ
て
し
ま
っ
て
い
る
か
ら
そ
う

受
け
と
る
ん
だ
と
思
う
ん
だ
。
一
旦
、
企
業
な

り
に
入
る
と
、
個
人
の
生
活
と
い
う
の
は
考
え

な
い
よ
う
に
、
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
に
仕
組
ま

れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
か
ら
ね
。
会
社
に
い

て
ひ
と
り
で
真
剣
に
、
「
俺
は
こ
れ
か
ら
ど
う

生
き
よ
う
か
」
（
笑
い
）
な
ん
て
な
か
な
か
考

え
ら
れ
な
い
よ
ね
。

僕
が
自
由
業
を
選
ん
で
良
か
っ
た
と
思
う
の

は
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
っ
て
い
う
か
、
空
気
と

か
水
と
か
食
物
の
汚
染
の
問
題
を
出
発
点
に
し

て
、
こ
れ
か
ら
五
年
後
、
十
年
後
も
い
か
に
楽

し
く
生
き
て
ゆ
く
か
、
そ
れ
を
考
え
ら
れ
る
と

い
う
こ
と
。
そ
こ
か
ら
す
れ
ば
、
た
と
え
ば
核

の
問
題
な
ん
か
は
、
見
ず
知
ら
ず
の
人
の
手
に

よ
っ
て
、
ま
っ
た
く
自
分
の
意
思
と
は
関
係
な

く
あ
る
日
抹
殺
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
が

あ
り
う
る
わ
け
で
、
し
か
も
未
来
永
劫
、
地
球

生
命
的
な
こ
と
に
か
か
わ
っ
て
く
る
問
頗
で
、

こ
れ
は
ど
う
み
て
も
い
け
な
い
。
そ
の
へ
ん
の

こ
と
を
考
え
る
ゆ
と
り
が
あ

っ
た
っ
て
い
う
こ

と
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

生
活
環
境
の
悪
化
で
も
自
衛
隊
の
軍
備
増
強
の

問
題
で
も
。
け
れ
ど
日
本
株
式
会
社
の
一
員
と

い
う
こ
と
に
な
る
と
、
そ
れ
を
意
図
的
に
無
視

し
て
通
り
抜
け
よ
う
っ
て
こ
と
が
あ
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
。

も
う
繍
り
返
せ
な
い
I.

い
つ
か
時
が
来
た
ら
ノ
ー
と
言
お
う
と
彼
ら

は
思
っ
て
い
る
と
思
う
。
で
も
時
が
来
た
と
き

に
は
そ
れ
は
言
え
な
い
と
思
う
ね
。
そ
の
つ
ど

そ
の
つ
ど
感
じ
て
い
て
、
そ
の
つ
ど
そ
の
つ
ど

ど
う
に
か
し
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
っ
て
意
識
し

て
る
よ
う
な
状
況
を
形
づ
く
っ
て
い
か
な
い
限

り
、
あ
る
時
点
で
、
た
と
え
ば
第
二
次
世
界
大

戦
前
に
、
お
と
う
さ
ん
た
ち
は
い
や
だ
っ
た
け

ど
し
ょ
う
が
な
か
っ
た
ん
だ
っ
て
い
う
の
と
同

じ
よ
う
な
状
況
を
、
今
度
は
僕
ら
が
お
と
う
さ

ん
、
お
じ
い
さ
ん
に
な
っ
て
、
ま
た
繰
り
返
す

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
。
そ
れ
は
も
う
、
今
度

そ
れ
を
繰
り
返
し
た
ら
も
う
な
い
か
ら
ね
。
な

い
っ
て
思
う
か
ら
そ
れ
は
繰
り
返
し
て
は
い
け

な
い
ん
だ
よ
ね
。

こ
の
時
代
、
こ
れ
だ
け
多
様
化
し
て
い
て
、

い
ろ
ん
な
情
報
が
あ
る
よ
ね
。
そ
れ
を
自
分
の

中
で
取
捨
選
択
し
て
、
世
の
中
が
大
き
く
ど
う

動
い
て
い
る
の
か
、
自
分
の
生
活
に
は
ど
う
か

か
わ
っ
て
く
る
の
か
考
え
な
い
と
、
と
て
も
こ

わ
い
よ
ね
。
僕
ら
の
未
来
に
、
＂
太
鼓
判
“
を
押

せ
る
人
な
ん
て
ど
こ
に
も
い
な
い
ん
だ
か
ら
ね
。

(

8

4

年
1
0
月
3
1
日
東
京
・
飯
倉
に
て

）

と
こ
、．
． 

も
の
す
ご
い
反
発
を
感
じ
た
よ
ね
。
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「
ト
マ
ホ
ー
ク
全
国
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
」
に
取
り
組
も
う
と
思
う
ー
と
い

う
こ
と
を
提
案
し
た
の
は
、
十
月
―
-
+

四
日
の
夜
わ
が
家
で
の
「
赤
と
ん
ぼ
」

中
津
グ
ル
ー
。
フ
の
集
ま
り
に
お
い
て
で

あ
る
。
集
ま
り
と
い
っ
て
も
わ
ず
か
に

四
人
、
三
十
代
の
主
婦
が
二
人
と
、
共

に
四
十
七
歳
と
い
う
中
年
男
が
二
人
に

す
ぎ
な
い
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
月
例
会

は
、
い
つ
も
こ
ん
な
程
度
な
の
だ
。

「
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
は
昨
年
一
度

や
っ
た
も
の
と
同
じ
な
ん
だ
が
…
…
あ

の
と
き
の
や
り
方
は
多
少
イ
ン
チ
キ
＜

さ
か
っ
た
ん
で
、
今
度
は
本
当
に
ゆ
き

あ
た
り
ば
っ
た
り
の
相
手
か
ら
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
や
っ
て
み
よ
う
と
思
う
ん
じ

ゃ
ら
。
そ
う
な
る
と
、
路
上
で
通
行
人

を
呼
び
止
め
て
や
る
と
い
う
こ
と
に
な

る
ん
だ
が
…
…
」

私
が
そ
う
説
明
し
た
と
き
、
エ
ー
ツ

と
い
う
声
が
あ
が
っ
た
。

「
そ
う
な
ん
だ
よ
ね
え
。
そ
ん
な
こ

い
っ
こ
う
に
「
赤
と
ん
ぼ
」
の
活
動
者

は
ふ
え
な
い
。
毎
月
一
度
の
ビ
ラ
配
り

に
立
つ
の
も
四
人
か
五
人
で
、
し
か
も

そ
の
ビ
ラ
に
よ
っ
て
反
応
を
示
し
て
き

た
市
民
は
ゼ
ロ
で
あ
る
。
（
い
や
、
た

だ
一
度
電
話
で
怒
っ
て
き
た
人
が
い
る
。

自
転
車
を
押
し
て
い
た
ら
厚
か
ま
し
い

中
年
女
が
籠
に
ビ
ラ
を
入
れ
た
と
い
っ

て
）ト
マ
ホ
ー
ク
の
映
画
会
も
二
度
催
し

て
、
そ
の
つ
ど
ビ
ラ
で
知
ら
せ
た
の
だ

が
、
ビ
ラ
を
見
て
会
場
に
来
た
人
は
ゼ

ロ
。
結
局
、
い
つ
も
の
仲
間
内
の
学
習

の
域
を
出
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

か
く
て
、
た
か
だ
か
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
―
つ
を
前
に
し
て
も
、
溜
息
を
つ
く

有
様
で
あ
る
。

「
ど
う
か
し
ら
…
…
通
行
人
を
呼
び

止
め
る
の
は
む
り
だ
し
、
中
央
公
園
だ

っ
た
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
取
れ
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
し
ら
。
日
曜
や
祭
日
は
結
構
弁
当

持
っ
て
来
て
る
み
た
い
だ
か
ら
…
…
」

「
そ
う
だ
、
そ
れ
は
い
い
ね
。
そ
れ
な

ら
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
呼
び
止
め

な
く
て
い
い
ん
だ
か
ら
」

「
待
て
よ
|
|
+
―
月
一
日
か
ら

11

学

び
の
里
“
の
祭
典
だ
よ
。
中
央
公
園
附

近
は
い
ろ
い
ろ
催
し
物
が
あ
る
は
ず
だ

よ
。
こ
ご
れ
は
、
い
け
る
ね
」

朝
か
ら
花
火
が
上
が
っ
て
い
る
。
祭

十
一
月
―
―
―
日
、
ま
こ
と
に
好
天
で
あ

る。 と
や
れ
る
も
ん
か
ね
え
」

当
の
提
案
者
が
最
初
か
ら
弱
気
で
、

つ
い
こ
ん
な
発
言
を
し
て
し
ま
う
も
の

だ
か
ら
、
皆
深
刻
な
顔
を
し
て
考
え
込

ん
で
し
ま
っ
た
。
前
回
の
調
査
が
多
少

イ
ン
チ
キ
く
さ
か
っ
た
と
い
う
の
は
、

そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
周
辺
だ
け
か
ら
集

め
た
か
ら
で
、
そ
れ
が
は
た
し
て
無
作

為
サ
ン
。
フ
ル
と
い
え
た
か
ど
う
か
に
は

疑
問
が
残
っ
た
。
要
す
る
に
、
や
り
易

い
方
法
を
選
ん
だ
わ
け
だ
。

「
赤
と
ん
ぽ
」
中
津
グ
ル
ー
。
フ
で
は
、

毎
月
一
度
の
ビ
ラ
配
り
を
駅
前
で
行
な

っ
て
い
る
が
、
ど
う
や
ら
ビ
ラ
を
受
け
取

っ
て
も
ら
っ
て
い
る
と
い
う
だ
け
の
実

感
か
ら
す
れ
ば
、
一
人
一
人
を
呼
び
止

め
て
ア
ン
ケ
ー
ト
に
引
き
込
む
自
信
な

ど
誰
に
も
な
い
の
だ
。

「
も
う
、
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
百
枚
を

東
京
の
ト
マ
喰
い
虫
社
に
頼
ん
で
る
も

の
ね
え
…
…
」

「
さ
あ
て
…
…
こ
れ
は
む
つ
か
し
い
ぞ
」

に
わ
か

に
四
人
の
声

が
は
ず
み
始
め
る
。

も
っ
と
早
く
気
付
く

べ
き
で
あ
っ
た
。
わ

が
町
中
津
は
十
一
月

一
日
か
ら
「
一
万
円

札
フ
ィ
ー
バ
ー
」
な
の
で
あ
る
。
中
津

出
身
の
福
沢
諭
吉
が
新
一
万
円
札
の
顔

に
な
る
と
い
う
の
で
、
町
を
挙
げ
て
の

祭
典
が
続
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
あ

わ
て
て
市
報
を
取
り
出
し
て
み
る
と
、

ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
予
定
の
十
一
月
三
日

は
5
お
お
い
た
マ
イ
コ
ン
フ
ェ
ア
が
開

催
さ
れ
て
い
る
し
、
中
央
公
園
に
続
く

グ
ラ
ン
ド
で
は
産
業
祭
と
あ
る
。
お
ま

け
に
一
万
人
マ
ラ
ソ
ン
の
日
で
も
あ
る
。

「
よ
し
、
一
―
―
日
の
午
前
十
時
か
ら
、

中
央
公
園
附
近
で
や
ろ
う
」

よ
う
や
く
、
中
年
組
の
重
い
腰
が
上

が
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
相
手
に
配
る
ト

マ
ホ
ー
ク
解
説
の
ビ
ラ
も
、
中
津
用
に

刷
り
直
す
と
決
め
た
。

一
万
円
札
フ
ィ
ー
パ
ー
の
町
で
の

ト
マ
ホ
ー
ク
ア
ン
ケ
ー
ト

も
う
一
人
の
中
年
男
が
腕
組
み
を
し

て
呟
け
ば
、
二
人
の
女
性
も
黙
り
込
ん

で
い
る
。
こ
う
い
う
と
き
、
若
者
の
い

な
い
こ
の
グ
ル
ー
。
フ
の
腰
の
重
さ
が
露

呈
さ
れ
る
。
「
赤
と
ん
ぼ
」
が
発
足
し

て
丸
二
年
に
な
る
が
、
若
い
仲
間
を
ふ

や
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

「
赤
と
ん
ぼ
」
は
、
毎
年
八
月
十
五

日
に
県
内
紙
に
「
憲
法
九
条
を
守
り
ま

す
」
と
い
う
意
見
広
告
を
掲
げ
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
、
大
分
県
下
の
反
戦
反

核
の
護
憲
運
動
で
あ
る
。
発
起
し
た
の

は
女
性
達
で
、
直
接
の
引
金
は
中
曽
根

首
相
の
不
沈
空
母
発
言
な
ど
に
い
た
た

ま
れ
ぬ
よ
う
な
不
安
を
感
じ
て
で
あ
る
。

な
か
な
か
行
動
で
き
ぬ
家
庭
の
主
婦
が

意
志
表
明
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い

か
を
考
え
る
中
か
ら
、
意
見
広
告
と
い

う
案
が
ま
と
ま
っ
た
。

相
談
を
受
け
た
と
き
私
は
、
意
見
広

告
自
体
の
効
果
よ
り
も
、
そ
れ
に
結
集

典
の
場
に
ト
マ
ホ
ー
ク
ア
ン
ケ
ー
ト
な

ど
を
持
ち
込
む
こ
と
に
、
な
に
や
ら
う

し
ろ
め
た
さ
が
あ
る
。
い
か
に
も

ネ
ク
ラ
な
感
じ
だ
な
あ
と
、
内
心

の
た
じ
ろ
ぎ
が
消
え
な
い
。
集
合

n
+
+

□
 

人
と
中
年
男
―
一
人
の
五
人
組
で
、
な
ん

と
も
心
細
い
顔
を
し
て
い
る
。
な
に
や

ら
互
い
に
む
り
に
励
ま
し
合
う
感
じ
で
、

グ
ラ
ン
ド
の
産
業
祭
の
に
ぎ
わ
い
の
中

に
入
っ
て
ゆ
く
。

会
場
の
中
央
で
は
御
神
楽
を
舞
っ
て

い
て
、
人
垣
が
で
き
て
い
る
。
グ
ラ
ン

ド
を
囲
む
よ
う
に
テ
ン
ト
が
張
ら
れ
て
、

農
産
物
展
示
や
餅
つ
き
が
行
な
わ
れ
て

い
る
。
近
づ
き
易
そ
う
な
人
に
寄
っ
て
い

き
そ
う
に
な
る
安
易
な
る
心
を
戒
め
て
、

と
に
か
く
ゆ
き
あ
た
り
ば
っ
た
り
を
心

が
け
る
。
た
だ
、
一
応
年
令
の
バ
ラ
エ
テ

ィ
は
勘
案
し
な
が
ら
と
い
う
こ
と
だ
が
。

「
す
み
ま
せ
ん
、
ほ
ん
の
三
分
ほ
ど

ア
ン
ケ
ー
ト
に
協
力
し
て
下
さ
い
ま
せ

ん
か
」
相
手
が
ど
う
し
よ
う
か
と
考
え
込
む

前
に
、
「
ト
マ
ホ
ー
ク
と
い
う
言
菓
を
見
た
り

松
下
竜

全
国
の
み
な
さ
ん
I.

ト
マ
ホ
ー
ワ
ー
万
人

ア
ン
ケ
—
卜
に
ご
協
力
を

「
草
の
根
通
信
」

す
る
賛
同
者
の
輪
を
日
常
的
に
拡
げ
て

い
く
運
動
こ
そ
が
大
切
な
の
だ
か
ら
と

い
っ
て
、
月
刊
紙
『
赤
と
ん
ぼ
』
の
発

行
を
提
案
し
、
い
い
だ
し
っ
ぺ
と
し
て

編
集
を
引
き
受
け
た
。

昨
年
は
―
二

0
0余
名
が
広
告
に
名

を
連
ね
、
カ
ン
。
ハ
額
は
一
―
三

0
万
円
で

あ
っ
た
。
県
下
全
域
を
対
象
に
し
て
の

こ
の
数
字
は
少
い
か
と
思
え
る
が
、
一

切
の
既
成
組
織
に
頼
ら
ぬ
草
の
根
市
民

の
呼
び
か
け
と
し
て
は
、
こ
ん
な
も
の

で
あ
る
。

だ
が
、
一
一
年
目
の
今
夏
は
一
九

0
0

余
の
賛
同
者
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
カ
ン

。
ハ
額
は
二

0
七
万
円
に
減
少
し
て
赤
字

と
な
っ
た
（
今
夏
は
広
告
紙
を
一
一
紙
に

ふ
や
し
た
の
で
）
。
不
沈
空
母
発
言
ヘ

の
不
安
感
も
も
う
薄
れ
か
け
て
い
る
よ

う
で
、
昨
年
の
熱
気
が
消
え
て
い
る
と

い
う
の
が
、
集
約
者
達
の
共
通
し
た
感

想
で
あ
っ
た
。

中
津
市
（
人
口
六
万
六
千
）
で
も
、

聞
い
た
り
し
た
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
か

？
」
と
た
た
み
込
む
と
、
ま
ず
こ
ち
ら

の
ペ
ー
ス
で
あ
る
。
や
り
始
め
て
み
る

と
、
別
に
む
つ
か
し
い
こ
と
で
は
な
い
。

御
神
楽
の
鬼
が
蜜
柑
を
撒
き
始
め
て
、

答
え
な
が
ら
ヒ
ョ
イ
と
受
け
取
っ
た
器

用
な
人
も
い
た
。
中
に
は
、
「
あ
、
松

下
セ
ン
セ
で
す
ね
」
と
問
い
返
さ
れ
て
、

照
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
家
族
連
れ
が

多
く
て
、
一
家
の
主
に
問
い
か
け
た
ら
、

父
親
が
言
葉
に
つ
ま
っ
て
い
る
間
に
、

娘
の
方
が
「
あ
ら
、
ト
マ
ホ
ー
ク
知
っ

て
る
」
と
ア
ン
ケ
ー
ト
を
横
取
り
す
る

こ
と
も
あ
っ
た
。

結
局
、
正
午
前
に
は
一
―
二
枚
の
用

紙
が
尽
き
て
し
ま
っ
た
。
こ
ん
な
こ
と

な
ら
も
っ
と
用
意
し
て
お
く
ん
だ
っ
た

と
、
や
り
終
え
た
あ
と
の
安
堵
で
笑
い

合
っ
た
。
八
十
二
歳
と
い
う
お
ば
あ
さ

ん
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
途
中
で
何
か
戦

争
の
辛
さ
を
懐
い
出
し
た
ら
し
く
泣
き

出
し
た
と
い
う
こ
と
も
報
告
さ
れ
た
。

ネ
ク
ラ
な
五
人
組
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
終
え
る
と
、
さ
っ
さ
と
祭
典
の

場
を
あ
と
に
し
た
。
餅
を
貰
う
長
い
行

列
が
出
来
て
い
た
。
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小

雨

を

つ

い

て

の

感

動

的

な

デ

モ

で

あ

っ

た

。

八

列

の

隊

列

が

延

々

と

道

路

武

装

軍

に

囲

ま

れ

た

中

で

の

集

会

＂］ 
防

衛

庁

は

「

有

事

法

制

研

究

」

の

第

二

回

目

の

中

間

報

告

（

一

回

目

は

八

一

年

四

月

）

を

十

月

十

六

日

、

衆

院

安

保

特

別

委

で

行

な

っ

た

。

今

回

は

他

省

庁

所

管

法

令

（

第

二

分

類

）

の

研

究

を

ま

と

め

た

も

の

で

、

9
日

[

[

‘

レ
"l'’
ー

①

部

隊

の

移

動

安

・

輸

送

②

土

地

ー

の

使

用

③

構

築

の

[

[

日

[

ー月

い
パ
い
い

針

且いい

＂

＂

＂

＂

＂

＂

＂

こ

れ

ら

に

関

係

す

る

法

令

の

問

題

点

と

改

定

の

是

非

に

つ

い

て

検

討

し

て

い

る

。
中

曽

根

・

レ

ー

ガ

ン

に

よ

る

日

米

首

脳

会

談

（

八

三

年

一

月

）

で

設

置

が

決

ま

っ

た

「

日

米

諮

問

委

員

会

」

が

、

九

日
米
諮
問
委
、
自
衛
隊
の

海
外
派
兵
を
要
求

r
有
事
研
究
」

第
二
次
中
閻
報
告

9月21日、国際抗議デ ー の集会に参加した

人々 （ メソディオラ橋の前で、マニラ）

＂ 

月

十

七

日

に

報

告

書

を

提

出

し

た

。

こ

の

報

告

書

は

、

外

交

・

防

衛

問

題

で

日

本

が

西

側

の

大

国

と

し

て

の

国

際

的

責

任

を

果

す

た

め

に

、

国

連

平

和

維

持

活

動

へ

の

自

衛

隊

派

遣

を

求

め

て

い

る

。

こ

れ

を

受

け

て

中

曽

根

首

相

は

、

報

告

書

の

提

言

内

容

を

「

政

府

を

あ

げ

て

と

り

く

む

よ

う

」

指

示

し

、

外

務

省

・

防

衛

庁

は

、

自

衛

隊

の

海

外

派

兵

を

合

法

化

す

る

絶

好

の

チ

ャ

ン

ス

と

ば

か

り

、

自

衛

隊

法

改

定

の

検

討

を

始

め

た

。

日

米

首

脳

会

談

で

決

定

さ

れ

た

日

米

諮

問

委

の

提

言

で

あ

る

と

し

て

、

米

国

政

府

の

対

日

圧

力

が

働

き

、

そ

れ

を

利

用

し

て

、

自

衛

隊

法

改

悪

の

動

き

が

急

進

展

す

る

危

険

性

が

あ

る

。

自

衛

隊

と

米

軍

に

よ

る

日

米

合

同

演

習

が

、

九

月

か

ら

十

月

に

か

け

て

、

陸

海

空

各

々

で

大

々

的

に

行

な

わ

れ

た

。

年

一

回

行

な

う

最

大

規

模

の

海

上

自

衛

隊

演

習

（

九

月

十

二

日

1
二

十

日

）

に

今

回

は

、

空

母

ミ

ッ

ド

ウ

ェ

ー

と

最

新

鋭

駆

逐

艦

「

オ

ル

デ

ン

ド

ー

フ

」

（

核

ト

マ

ホ

ー

ク

搭

載

予

定

艦

）

を

含

む

米

海

軍

艦

艇

十

隻

が

参

加

。

海

上

自

衛

隊

も

対

潜

哨

戒

機

p

3

c
な

ど

航

空

機

一

二

五

機

の

ほ

か

、

航

空

自

衛

隊

の

F
1
5

氾

力

ら

フ
ィ
リ
ピ
ン

九

月

二

十

一

日

（

金

）

、

「

米

国

に

支

え

ら

れ

た

マ

ル

コ

ス

独

裁

体

制

に

反

対

し

、

自

由

と

正

義

と

民

主

主

義

を

求

め

る

フ

ィ

リ

ピ

ン

人

民

の

闘

い

を

支

援

す

る

国

際

デ

ー

」

集

会

(
C
O
R
D
I
I

民

主

回

復

の

た

め

の

組

織

連

合

主

催

）

で

発

言

す

る

た

め

に

、

フ

ィ

リ

ピ

ン

に

招

か

れ

た

。

を

埋

め

つ

く

し

た

。

人

々

の

コ

ー

ル

に

は

、

得

も

言

わ

れ

ぬ

節

が

つ

い

て

い

て

（

網

を

引

く

漁

師

の

唱

を

思

い

出

し

た

）

、

大

衆

の

地

か

ら

湧

き

上

る

合

唱

と

な

る

。

耳

か

ら

覚

え

る

の

が

苦

手

な

自

分

が

、

こ

の

時

は

く

や

し

か

っ

た

。

デ

モ

に

参

加

し

た

労

働

者

は

、

そ

の

日

は

ス

ト

ラ

イ

キ

を

し

て

参

加

し

て

い

た

。

学

生

を

中

心

と

し

た

文

化

チ

ー

ム

が

、

沿

道

で

人

々

の

闘

い

を

表

現

す

る

寸

劇

を

行

な

う

。

沿

道

か

ら

声

援

が

あ

が

り

、

銀

行

の

二

階

か

ら

も

紙

吹

雪

が

舞

う

。
メ

ン

デ

ィ

オ

ラ

橋

の

手

前

で

首

都

警

備

隊

が

デ

モ

隊

を

阻

ん

だ

。

武

装

軍

人

の

隊

列

が

威

嚇

す

る

中

で

集

会

が

始

ま

日
米
合
同
演
習
に

ト
マ
ホ
ー
ク
予
定
艦
登
場

N
F
P
C
（

非

核

フ

ィ

リ

ビ

ン

連

合

）

の

人

た

ち

と

、

フ

ィ

リ

ビ

ン

の

反

核

運

動

の

こ

と

、

反

ト

マ

ホ

ー

ク

運

動

の

こ

と

に

つ

い

て

意

見

交

換

を

し

た

。

も

と

も

と

N
F
P
Cは
消

費

者

運

動

を

母

体

と

し

て

出

発

し

、

反

原

発

を

中

心

課

題

と

し

つ

つ

核

兵

器

の

問

題

へ

と

運

動

を

広

げ

て

き

た

。

現

在

は

、

バ

タ

ー

ン

半

島

の

原

発

が

緊

急

課

題

に

な

っ

て

い

る

。

試

運

転

寸

前

で

あ

る

が

、

安

全

問

顕

の

ず

さ

ん

な

現

実

、

建

設

費

を

め

ぐ

る

ス

キ

ャ

ン

ダ

ル

が

明

る

み

に

出

た

。

そ

し

て

、

私

の

滞

在

中

に

、

「

安

全

性

に

つ

い

て

の

公

聴

会

を

開

く

ま

で

は

、

燃

料

の

装

項

を

し

て

は

な

ら

な

い

」

と

い

う

最

高

裁

の

決

定

が

出

た

。

ち

な

み

に

こ

の

原

発

に

は

、

日

本

の

銀

行

が

多

額

の

融

資

を

し

て

い

る

。

運

転

開

始

寸

前

の

パ

タ

ー

ン

原

発

集

会

は

、

歌

あ

り

、

ア

ジ

テ

ー

シ

ョ

ン

あ

り

、

軍

へ

の

呼

び

か

け

あ

り

、

少

数

民

族

の

踊

り

あ

り

で

、

そ

の

間

に

、

．

日

本

の

闘

争

か

ら

の

ア

ピ

ー

ル

を

伝

え

る

こ

と

が

で

き

た

。

集

会

は

、

延

々

と

翌

朝

ま

で

十

五

時

間

続

い

た

が

、

早

朝

、

軍

は

放

水

と

催

涙

弾

で

デ

モ

隊

を

解

散

さ

せ

た

。

あ

と

か

ら

、

負

傷

者

、

行

方

不

明

者

が

多

数

出

た

と

伝

え

聞

い

た

。

つ
こ
。t
 

戦

闘

機

や

米

海

兵

隊

の

航

空

機

も

加

わ

り
、
日
米
海
空
•
海
兵
合
同
演
習
と
し

て

行

な

わ

れ

た

。

「

み

ち

の

く

84
」

と

銘

打

っ

た

日

米

陸

上

合

同

演

習

（

九

月

十

八

日

1
十

月

一

日

）

は

、

米

本

土

か

ら

空

輸

さ

れ

た

陸

軍

第

七

歩

兵

師

団

の

約

一

、

四

0
0

人

と

陸

上

自

衛

隊

第

九

師

団

約

一

、

六

0
0人
が

参

加

し

、

王

城

寺

原

（

宮

城

県

）

、

岩

手

山

両

演

習

場

で

行

な

わ

れ

た

。

演

習

は

、

ソ

連

軍

を

模

し

た

赤

部

隊

（

日

米

合

同

で

五

0
0人
）

を

日

米

連

合

軍

一

、

三

0
0人
で

竪

破

す

る

と

い

う

想

定

で

、

在

比

米

空

軍

の

F

4戦
闘

機

や

航

空

自

衛

隊

の

F

1
戦

闘

機

も

参

加

し

、

空

陸

合

同

作

戦

と

し

て

行

な

わ

れ

た

。

つ

づ

い

て

十

月

二

十

一

日

か

ら

十

一

月

二

日

ま

で

、

陸

上

自

衛

隊

と

米

海

兵

隊

（

沖

縄

駐

留

）

と

の

合

同

実

動

演

習

が

行

な

わ

れ

た

。

米

海

兵

隊

は

、

核

・

非

核

両

用

の

一

五

五

‘
‘
、

リ

り

ゅ

う

弾

砲

、

陸

自

も

一

五

五

ミ

リ

自

走

り

ゅ

う

弾

砲

な

ど

を

装

備

、

日

米

各

々

七

0
0発
を

実

射

し

た

。

航

空

自

衛

隊

総

演

習

（

九

月

十

七

日

ー

十

月

十

五

日

）

に

、

今

年

も

米

空

軍

の

F
1
5
と

E
3
Aな
ど

が

参

加

し

、

海

上

自

衛

隊

艦

艇

十

二

隻

も

加

わ

り

、

海

空

合

同

の

演

習

と

な

っ

た

。

ま

た

、

来

年

秋

に

陸

海

空

三

自

衛

隊

後

日

N
F
P
Cよ
り

、

反

ト

マ

ホ

ー

ク

、

反

核

運

動

に

つ

い

て

の

協

力

申

し

入

れ

が

あ

っ

た

。

ま

ず

出

来

る

と

こ

ろ

か

ら

具

体

的

な

民

衆

レ

ベ

ル

で

の

協

力

を

と

い

う

趣

旨

で

、

①

ホ

ッ

ト

ラ

イ

ン

を

含

む

情

報

の

交

換

②

で

き

う

る

限

り

共

同

行

動

を

と

っ

て

ゆ

こ

う

、

と

の

提

案

が

な

さ

れ

た

。

反

核

の

共

同

行

動

を

／

．

原

発

の

近

く

に

米

海

軍

の

海

外

で

の

最

大

基

地

ス

ー

ビ

ッ

ク

が

あ

る

。

N
F

P
C
の

事

務

局

長

の

話

に

よ

る

と

、

バ

タ

ー

ン

原

発

に

反

対

す

る

運

動

は

、

そ

れ

自

身

の

目

的

と

同

時

に

、

ス

ー

ビ

ッ

ク

か

ら

米

軍

を

追

い

出

す

運

動

の

第

一

段

階

で

あ

る

と

の

こ

と

で

あ

っ

た

。

そ

の

と

き

原

発

と

基

地

を

つ

な

ぐ

キ

ー

ワ

ー

ド

が

「

核

」

で

あ

り

、

核

の

非

道

さ

に

つ

い

て

ど

れ

だ

け

広

範

な

住

民

感

情

を

組

織

で

き

る

か

が

重

要

だ

と

言

っ

て

い

た

。

し

か

し

、

基

地

周

辺

住

民

は

、

甚

地

か

ら

利

益

を

得

て

お

り

、

い

き

な

り

基

地

問

題

か

ら

説

く

の

は

難

し

い

と

も

言

っ

て

い

た

。

反

ト

マ

ホ

ー

ク

運

動

は

、

そ

の

よ

う

な

形

で

反

基

地

運

動

に

入

っ

て

い

く

時

の

第

一

課

顆

と

し

て

考

え

て

い

る

と

の

こ

と

で

あ

っ

た

。

（

梅

林

宏

道

）

原

発

と

基

地

を

つ

な

ぐ

キ

ー

1
1
「

核

」

韓
国
学
生
が
、

統
幕
議
畏
訪
輯
に
反
対

ソ
運
も
長
距
離
巡
航
ミ
サ

イ
ル
装
備

と

米

陸

海

空

三

軍

に

よ

る

合

同

統

合

演

習

を

行

な

う

準

備

を

進

め

て

い

る

こ

と

を

、

渡

部

統

幕

議

長

が

記

者

会

見

（

八

月

二

十

九

日

）

で

発

表

し

て

い

る

。

'

ソ

連

国

防

省

は

十

月

十

三

日

、

ソ

連

が

長

距

離

巡

航

ミ

サ

イ

ル

を

戦

略

爆

撃

機

と

潜

水

艦

に

配

備

し

始

め

た

、

と

発

表

し

た

。

こ

れ

を

報

じ

た

タ

ス

通

信

は

、

米

国

の

長

距

離

巡

航

‘
‘

、

サ

イ

ル

の

大

伍

配

備

に

対

抗

す

る

た

め

と

説

明

し

て

い

る

。

配

備

数

な

ど

は

不

明

だ

が

、

空

中

発

射

型

（

西

側

コ

ー

ド

ネ

ー

ム

A
S
X

15
)
と

海

中

発

射

型

（

同

S
S
N
X
2
1
)

は

、

と

も

に

ト

マ

ホ

ー

ク

と

同

様

の

設

計

で

、

核

弾

頭

一

個

を

装

着

、

亜

音

速

で

射

程

約

三

千

キ

ロ

と

み

ら

れ

て

い

る

。

自

衛

隊

制

服

ト

ッ

プ

の

渡

部

統

合

幕

僚

会

議

議

長

が

、

李

基

白

韓

国

合

同

参

謀

会

議

議

長

の

招

待

で

、

九

月

二

十

九

日

に

訪

韓

し

た

。

こ

れ

に

対

し

、

ソ

ウ

ル

の

学

生

約

千

五

百

人

が

、

日

本

軍

国

主

義

の

韓

国

支

配

に

つ

な

が

る

と

し

て

反

対

、

二

十

六

日

に

西

江

大

学

構

内

で

決

起

集

会

を

開

い

た

。
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太
平
洋
の
非
核
独
立
運
動
を
中
心
と

な
っ
て
す
す
め
て
き
た
ハ
ワ
イ
の
太
平

洋
問
題
情
報
セ
ン
タ
ー

(
P
C
R
C
)

の
ネ
ル
ソ
ン
・
フ
ォ
ス
タ
ー
さ
ん
か
ら

ト
マ
ホ
ー
ク
の
配
備
に
反
対
す
る
ア
ジ

ア
太
平
洋
規
模
の
共
同
行
動
の
提
案
か

さ
る
七
月
十
四
し
十
五
日
、
名
古
屋
で

開
か
れ
た
第
一
三
一
回
全
国
会
議
で
さ
れ
ま

し
た
。
以
下
は
そ
の
提
案
を
要
約
し
た

も
の
で
す
。

巡
航
ミ
サ
イ
ル
・
ト
マ
ホ
ー
ク
に
反
対

す
る
太
平
洋
運
動
の
提
案

A

目
的

l

核
ト
マ
ホ
ー
ク
の
配
備
を
阻
止
す

る
こ
と
、
も
し
く
は
最
小
限
に
削
減
す

る
こ
と
。
つ
ま
り
、
核
ト
マ
ホ
ー
ク
の

予
算
を
止
め
、
大
量
配
備
を
阻
止
す
る

た
め
の
時
間
は
残
さ
れ
て
い
る
。

2

非
核
ト
マ
ホ
ー
ク
の
配
備
を
阻
止

す
る
こ
と
。
高
精
度
の
対
地
攻
撃
用
に

設
計
さ
れ
た
通
常
弾
頭
型
ト
マ
ホ
ー
ク

は
、
ま
だ
配
備
が
承
認
さ
れ
て
い
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
兵
器
庫
に

入
る
こ
と
を
、
そ
も
そ
も
阻
止
す
る
た

め
に
、
ま
だ
間
に
合
う
。
（
海
軍
は
、

第
三
世
界
用
に
こ
の
型
を
せ
ひ
使
い
た

い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
）

ハ
ワ
イ

以
下
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
反
某

地
•
平
和
運
動
を
続
け
て
い
る
ピ
ー
タ

ー
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
さ
ん
か
ら
届
い
た
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

の
状
況
と
運
動
を
紹
介
す
る
手
紙
で
す
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
平
和
運
動
に
と

っ
て
、
一
九
八
四
年
は
か
つ
て
な
い
大

規
模
な
行
動
で
始
ま
っ
た
。
四
月
十
五

日
に
行
な
わ
れ
た
デ
モ
に
は
、
全
国
各

地
で
二
十
五
万
人
も
の
人
が
参
加
し
た
。

し
か
し
労
働
党
政
権
は
、
残
念
な
が
ら

前
政
権
と
同
じ
よ
う
に
保
守
的
な
も
の

に
な
り
果
て
て
お
り
、
平
和
運
動
の
盛

り
あ
が
り
と
、
レ
ー
ガ
ン
支
持
の
立
場

を
と
る
労
働
党
政
権
と
い
う
混
乱
は
、

政
治
の
大
き
な
再
編
成
を
ひ
き
お
こ
し

て
い
る
。
七
月
に
首
都
キ
ャ
ン
ベ
ラ
で

開
か
れ
た
労
働
党
大
会
で
は
、
左
派
の

出
し
た
動
議
は
否
決
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
た
め
、
ウ
ラ
ン
採
掘
の
禁
止
、
米

軍
基
地
の
閉
鎖
、
米
艦
船
入
港
阻
止
、

の
立
場
を
守
る
の
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

民
主
党
だ
け
と
な
っ
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
革
新
勢
力
は
、

現
在
さ
ま
ざ
ま
な
方
向
に
動
い
て
い
る
。

ー B
 

5. 新
し
い
思
想
を
探
る
た
め
の
社
会
主
義

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
専
念
す
る
も
の
、
新
し

い
政
党
作
り
や
核
軍
縮
党
に
力
を
入
れ

て
い
る
も
の
も
あ
る
。
こ
の
党
は
十
二

月
一
日
の
総
選
挙
に
出
よ
う
と
し
て
い

る
。
た
だ
し
労
働
党
に
勝
つ
見
込
み
は

な
さ
そ
う
だ
。

六
月
に
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ウ

ェ
リ
ン
ト
ン
で
開
か
れ
た
「
ア
ン
ザ
ス

を
越
え
て
」
（
ア
ン
ザ
ス

A
N
z
u
s

と
は
米
、
豪
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の

軍
事
同
盟
）
会
議
に
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
か
ら
五
十
七
名
の
代
表
が
参
加
し

た
。
こ
う
し
た
会
議
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
両
国
か
ら
大

挙
参
加
し
て
開
く
と
い
う
の
は
初
め
て

の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
ヒ
ロ
シ
マ
・
デ

ー
に
は
、
多
数
の
平
和
団
体
が
さ
ま
ざ

ま
な
行
動
を
行
な
っ
て
い
る
。
南
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
八
月
か
ら
ロ
ク
ス

ビ
ー
ダ
ウ
ン
ズ
ウ
ラ
ン
・
銅
鉱
山
開
発

に
反
対
す
る
連
続
行
動
が
始
ま
っ
た
。

こ
の
鉱
山
は
、
も
し
開
発
が
始
ま
れ
ば
、

世
界
最
大
の
ウ
ラ
ン
鉱
山
と
な
る
も
の

で
あ
る
。

十
二
月
一
日
か
ら
十
四
日
ま
で
「
生

存
の
た
め
の
女
性
た
ち
」
と
い
う
グ
ル

太
平
洋
へ
の
ト
マ
ホ
ー
ク
配
備
を

阻
止
す
る
こ
と
。
最
終
的
に
ど
の
型
が

何
拮
配
備
さ
れ
よ
う
と
も
、
そ
れ
が
太

平
洋
で
用
い
ら
れ
る
か
否
か
は
、
港
に

入
れ
る
か
ど
う
か
に
依
存
し
て
い
る
。

も
し
、
私
た
ち
の
運
動
が
ト
マ
ホ
ー
ク

能
力
艦
の
入
港
を
許
さ
な
い
な
ら
ば
、

艦
船
の
動
き
を
制
約
し
、
ア
メ
リ
カ
が

そ
れ
を
除
去
す
る
よ
う
な
強
い
間
接
的

圧
力
を
加
え
る
だ
ろ
う
。

4
非
核
太
平
洋
独
立
運
動
を
前
進
さ

せ
る
。
反
ト
マ
ホ
ー
ク
運
動
は
、

A
N

z
u
s
や
日
米
安
保
条
約
を
再
吟
味
さ

せ
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
太
平
洋
の
軍

事
化
と
植
民
地
化
に
対
す
る
私
た
ち
の

強
い
関
心
を
伝
え
る
の
に
役
立
っ
た
ろ

゜

ろ
ノ

軍
備
競
争
に
つ
い
て
の
教
育
の
た

め
の
良
い
機
会
を
つ
く
り
出
す
こ
と
。

ト
マ
ホ
ー
ク
は
核
兵
器
と
通
常
兵
器
の

区
別
が
ど
ん
ど
ん
な
く
な
っ
て
い
る
こ

と
を
示
す
例
で
あ
る
。
ま
た
ト
マ
ホ
ー

ク
は
、
公
然
と
限
定
核
戦
争
用
兵
器
、

あ
る
い
は
、
全
面
的
撃
ち
合
い
の
あ
と

の
掃
討
用
兵
器
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ

の
運
動
は
、
こ
の
よ
う
な
最
近
の
軍
備

競
争
の
実
態
に
つ
い
て
討
論
す
る
機
会

を
私
た
ち
に
与
え
て
く
れ
る
。

行
動
ト
マ
ホ
ー
ク
配
備
に
関
す
る
情
報

3
 

万
ら

＂ 「
ト
マ
ホ
ー
ク
来
る
な
」
を
統
一

テ
ー
マ
に
し
て
、
太
平
洋
規
模
の
抗
議

デ
ー
を
も
つ
。
抗
議
デ
ー
の
日
ど
り
は

一
九
八
五
年
―
―
―
月
一
日
か
ら
六
月
―
―
-
+

日
の
間
と
す
る
。

4

ア
メ
リ
カ
の
太
平
洋
の
海
軍
基
地

で
の
港
の
監
視
活
動
を
組
織
す
る
。

5

入
港
が
予
測
さ
れ
た
り
、
監
視
な

ど
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
き
、

ト
マ
ホ
ー
ク
入
港
へ
の
抗
議
行
動
に
と

り
く
む
こ
と
。

C

戦
略

私
た
ち
の
ト
マ
ホ
ー
ク
を
止
め
る
戦

略
は
次
の
二
つ
に
存
す
る
。
(
-
)
太

平
洋
の
国
々
に
お
け
る
行
動
を
通
し
て

ア
メ
リ
カ
政
府
に
間
接
的
な
圧
力
を
加

え
る
。
(
―
-
)
ア
メ
リ
カ
国
内
の
同
志

た
ち
に
米
国
内
で
の
ト
マ
ホ
ー
ク
反
対

運
動
を
訴
え
る
。
こ
の
二
つ
の
戦
略
の

ど
ち
ら
の
要
素
も
必
要
で
あ
り
、
同
時

に
追
求
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
私
は
、
私
た
ち
の
努
力
は

3. ー
プ
が
、
南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
コ
ッ

ク
バ
ー
ン
・
サ
ウ
ン
ド
の
海
軍
基
地
の

外
で
「
サ
ウ
ン
ド
・
ピ
ー
ス
・
キ
ャ
ン

。
フ
」
を
行
な
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
軍
港
に
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に

寄
港
す
る
米
艦
船
の
七

0
形
が
入
っ
て

く
る
。
米
艦
船
の
寄
港
時
、
。
フ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
・
ア
イ
ス
バ
ー
グ
と
い
う
グ
ル
ー

プ
が
、
今
年
二
度
直
接
行
動
と
し
て
抗

議
の
た
め
に
船
に
乗
り
こ
み
、
舷
側
に

横
断
幕
を
た
ら
し
た
。

十
二
月
の
女
性
た
ち
の
ビ
ー
ス
・
キ

ャ
ン
。
フ
に
向
け
て
、
支
援
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
送
っ
て
下
さ
い
。
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ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

今
年
七
月
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の

有
権
者
は
、
一
九
七
五
年
以
来
初
め
て

米
核
艦
船
寄
港
禁
止
を
政
策
と
す
る
労

働
党
政
権
を
誕
生
さ
せ
た
。
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
と
米
国
の
政
府
は
、
ロ
ン
ギ
新

首
相
に
政
策
変
更
を
せ
ま
っ
て
い
る
。

ぜ
ひ
ロ
ン
ギ
首
相
に
支
持
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
送
っ
て
ほ
し
い
。

労
働
党
は
政
府
よ
り
も
積
極
的
で
、
．

米
軍
基
地
を
す
べ
て
閉
鎖
す
る
よ
う
要

求
し
て
い
る
。
し
か
し
、
政
府
は
こ
の

決
議
を
無
視
し
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

の
流
れ
を
促
進
す
る
デ
ー
タ
交
換
を
確

立
す
る
。

2

ト
マ
ホ
ー
ク
、
そ
の
配
備
、
支
援

シ
ス
テ
ム
、
そ
の
使
用
と
危
険
性
、
起

こ
り
つ
つ
あ
る
反
対
運
動
、
人
々
に
何

が
で
き
る
か
、
な
ど
に
つ
い
て
の
太
平

洋
規
模
の
教
育
。
フ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
行
す

る。・

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
両
国
で
、
ア
ン
ザ

ス
条
約
へ
の
加
盟
継
続
で
は
な
く
、
非

同
盟
中
立
の
外
交
政
策
を
と
る
こ
と
へ

の
支
持
が
高
ま
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た

動
き
は
と
く
に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の

ほ
う
が
強
い
。

「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
平
和
運
動
」

は
、
「
ア
ン
ザ
ス
を
越
え
て
」
会
議
を

主
催
し
た
ほ
か
、
ノ
ー
ス
・
ア
イ
ラ
ン

ド
の
タ
ン
ギ
モ
ア
ナ
に
、
米
軍
の
新
し

い
軍
事
施
設
（
西
太
平
洋
に
お
け
る

N

O
S
I
S
と
い
う
通
信
観
測
シ
ス
テ
ム

の
一
部
）
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
抗

議
を
集
中
さ
せ
て
い
る
。

十
月
に
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
代
表

団
が
、
米
艦
船
入
港
阻
止
政
策
へ
の
支

持
を
表
明
す
る
た
め
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
を
訪
れ
た
。
反
核
太
平
洋
運
動
へ

の
支
持
も
高
ま
っ
て
い
て
、
と
く
に
先

住
民
マ
オ
リ
の
人
々
は
、
オ
ー
ク
ラ
ン

ド
に
反
核
独
立
太
平
洋
運
動
の
独
自
の

支
部
を
作
り
、
強
い
関
心
を
示
し
て
い

る。
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
の
キ
リ
ス
ト

教
の
グ
ル
ー
。
フ
は
、
空
港
に
隣
接
す
る

ヘ
ー
ウ
ッ
ド
米
軍
基
地
の
非
軍
事
化
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
始
め
た
。
こ
の
基
地
は
、

南
極
圏
に
お
け
る
米
軍
作
戦
・
デ
ィ
ー

。
フ
フ
リ
ー
ズ
作
戦
の
一
部
で
あ
る
。

（
ピ
ー
タ
ー
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
）

間
接
的
な
圧
力
の
行
使
に
集
中
す
べ
き

だ
と
考
え
る
。
も
し
私
た
ち
が
太
平
洋

で
充
分
に
運
動
を
や
れ
ば
・
・
・
・
・
・
つ
ま
り
、

私
た
ち
が
ト
マ
ホ
ー
ク
を
見
え
る
も
の

に
し
、
危
険
性
を
宣
伝
し
、
反
対
運
動

の
菫
要
性
を
示
す
こ
と
に
成
功
す
る
な

ら
は
…
•
•
•
ア
メ
リ
カ
の
運
動
か
支
持
に

立
ち
上
る
と
確
信
す
る
こ
と
か
で
き
る
。

核
、
非
核
が
区
別
で
き
な
い
と
い
う

敵
に
脅
威
を
与
え
る
特
性
が
、
私
た
ち

の
組
織
化
の
貢
要
な
手
段
に
な
る
。
米

海
軍
も
政
府
も
―
つ
の
艦
船
か
核
ト
マ

ホ
ー
ク
を
積
ん
で
い
る
か
ど
う
か
を
明

ら
か
に
し
な
い
以
上
、
私
た
ち
は
、
ト

マ
ホ
ー
ク
発
射
装
置
を
も
っ
て
い
る
す

べ
て
の
艦
船
の
入
港
を
禁
止
す
る
強
力

な
理
由
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。

最
近
の
ア
オ
テ
ア
ロ
ア
（
ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
）
の
労
働
党
の
勝
利
に
対
す

る
反
応
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
レ
ー
ガ

ン
政
権
は
、
最
大
限
の
寄
港
権
を
維
持

す
る
こ
と
に
固
執
し
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
も
し
反
ト
マ
ホ
ー
ク
運
動
が
ロ

ン
ギ
首
相
に
公
約
を
守
ら
せ
る
一
助
と

な
っ
た
り
、
太
平
洋
の
他
の
場
所
で
重

大
な
挑
戦
を
つ
く
り
出
し
た
り
す
れ
ば
、

運
動
は
立
派
な
結
果
を
生
む
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
。（
ネ
ル
ソ
ン
・
フ
ォ
ス
タ
ー
）

25 24 



許すなトマホーク意見広告の会より

ト
マ
ホ
ー
ク
を
と
め
る
方
法
の

ひ
と
つ
と
し
て
、
私
た
ち
は
全
国

紙
へ
の
意
見
広
告
運
動
を
提
起
し

ま
し
た
。
現
在
ま
で
の
約
半
年
で

三
六

0
万
円
あ
ま
り
を
集
め
、
さ

ら
に
大
き
な
ス
ペ
ー
ス
を
新
聞
紙

面
に
確
保
す
べ
く
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
デ
モ
や
集
会
に
来
れ
な
い
人

も
一
ロ
ニ
千
円
で
全
国
へ
反
ト
マ

ホ
ー
ク
の
意
思
表
示
を
／．

郵
便
振
替

・東
京
ニ
ー
一
三
五
二

四
二

意
見
広
告
の
会

斬奮1こ

斃生ヽ

トマ鴫い直Iじ9ド
llflllrI反核ライプ・トマホークの料理法

の熱いステージにトマ喰い虫バンド登場”

●
レ
ー
ガ
ン
も
中
曽
根
も
再
選
さ

れ
た
。
す
ぐ
に
ニ
カ
ラ
グ
ア
で
戦

争
が
始
ま
り
そ
う
だ
。
中
曽
根
は

何
を
す
る
だ
ろ
う
。
し
ば
ら
く
要

注
意
が
続
く
。

■逗
子
市
で
官
野
暉
一
郎
氏
が
市

長
に
な
っ
た
。
池
子
弾
薬
庫
跡
地

に
米
海
軍
用
仕
宅
の
建
設
を
許
す

か
ど
う
か
を
問
う
選
挙
で
あ
り
、

建
設
反
対
派
が
つ
い
に
勝
利
を
お

さ
め
た
の
で
あ
る
。
日
米
軍
事
同

盟
の
エ
ス
カ
レ
ー
シ
ョ
ン
に

、

一

つ
の
く
さ
び
が
打
ち
込
ま
れ
た
。

「トマ喰し 虫ヽ」の

編集に参加しま

せんか

「
ト
マ
喰
い
虫
」
改
装

1
号
を
お
届
け

し
ま
す
。
改
装
1
号
に
は
、
私
た
ち
の
尽

き
な
い
希
望
と
闘
志
が
こ
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
ト
マ
ホ
ー
ク
の
配
備
を
く
い
と
め
る

と
い
う
仕
事
が
包
み
こ
ん
で
い
る
、
あ
る

い
は
包
み
こ
ま
れ
て
い
る
広
が
り
を
、
ま

る
ご
と
表
現
す
る
よ
う
な
紙
面
を
つ
く
り

た
い
。
紙
面
に
あ
ふ
れ
出
る
活
気
が
、
た

た
か
い
を
ひ
と
ま
わ
り
大
き
く
し
、
強
め
、

人
々
の
つ
な
が
り
を
生
み
出
す
よ
う
な
役

割
を
果
た
し
た
い
。

こ
の
号
は
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
号

で
す
。
こ
れ
を
見
て
編
集
に
参
加
し
て
み

よ
う
と
い
う
人
々
を
得
て

、
さ
ら
に
い
い

の
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
参
加
を
／
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トマ喰い虫とは、横須買の久堪

浜中学生が、考え出したトマホー
クをたべてしまう 生 き物てす。反

トマホーク運動のマスコ ット。

この号の編集に参加した人

井上澄夫

今井 明

大久保胃志

河辺岸三

佐藤 正兵

相馬正男

高弊 頁公

山鹿順子

井上 年弘

梱林宏道

大橋成子

斉藤美智子

鈴木 良
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